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は
じ
め
に

一
、一
八
〇
〇
年
前
後
の
プ
ラ
ー
ク
・
プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
螺
鈿
作
品

二
、
青
貝
屋
の
参
入

三
、
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関
係
資
料

四
、
た
ば
こ
入
れ
の
検
証

五
、
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
日
本
製
扉
部
材
の
資
料
的
意
義

は
じ
め
に

一
八
六
四
年
に
建
て
ら
れ
た
タ
イ
の
一
級
王
室
寺
院
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
拝

殿
を
飾
る
日
本
製
の
漆
扉
に
つ
い
て
、
東
京
文
化
財
研
究
所
は
タ
イ
文
化
省
芸
術
局
の
依
頼
で
二

〇
一
二
年
八
月
に
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
十
月
か
ら
二
〇
一
五
年
七
月

ま
で
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
か
ら
の
受
託
研
究
の
形
で
、
螺
鈿
と
漆
絵
各
一
点
の
扉

部
材
を
日
本
に
持
ち
込
み
、
調
査
及
び
修
理
方
法
の
検
討
を
経
て
試
験
的
な
修
理
が
行
わ
れ
た

（
（
（

。

受
託
研
究
へ
の
協
力
の
た
め（

2
（

当
該
資
料
を
実
見
し
現
地
調
査
の
情
報
な
ど
を
提
供
い
た
だ
い
た
段

階
で
、
拝
殿
内
側
の
観
音
開
き
の
扉
（
出
入
口
三
か
所
、
窓
十
九
か
所
（
す
べ
て
を
構
成
す
る
日
本

製
の
伏
彩
色
螺
鈿
六
十
五
点
、
漆
絵
三
十
一
点
（
当
初
は
伏
彩
色
螺
鈿
七
十
六
点
、
漆
絵
三
十
八
点
（

の
部
材
は
、
十
九
世
紀
の
輸
出
漆
器
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
筆
者
に
と
っ
て

（
3
（

、
幕
末
日
本
の
輸
出

用
伏
彩
色
螺
鈿
の
基
準
資
料
と
な
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
魅
力
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
筆
者
自

身
の
問
題
と
し
て
、
製
作
地
や
様
式
・
技
法
の
変
遷
に
つ
い
て
い
ま
ひ
と
つ
明
確
な
指
針
を
た
て

る
こ
と
の
で
き
て
い
な
い
十
九
世
紀
の
輸
出
漆
器
の
研
究
を
進
め
る
契
機
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
現
地
調
査
か
ら
受
託
研
究
ま
で
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
二
神
葉
子
・
山
下
好
彦
両
氏
と
と
も
に
、

ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
漆
扉
と
の
関
係
を
念
頭
に
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
シ

ー
ボ
ル
ト
記
念
館
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
の
協
力
を
得
て
、「
幕
末
期
伏

彩
色
螺
鈿
製
品
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
を
実
施
し
た
。
限
ら
れ
た
所
蔵
館
に
お
け
る
調
査
に
と
ど

ま
っ
て
お
り
、
課
題
考
察
に
必
要
な
作
品
を
網
羅
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ

ラ
デ
ィ
ッ
ト
他
タ
イ
所
在
の
輸
出
漆
器
と
の
比
較
も
十
分
で
は
な
い
段
階
で
あ
る
が
、
本
調
査
と

こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
史
的
資
料
な
ど
を
併
せ
て
整
理
し
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
研
究
会
に
お

い
て
報
告
し
た

（
4
（

。

本
稿
は
、
研
究
会
に
お
い
て
提
示
し
た
伏
彩
色
螺
鈿
の
輸
出
漆
器
関
係
年
表
（
未
定
稿
（
を
改

訂
し
た
上
で
、
本
年
表
（
後
掲
（
を
軸
に
「
幕
末
期
伏
彩
色
螺
鈿
製
品
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
に

お
け
る
技
法
に
つ
い
て
の
知
見
と
史
的
資
料
を
援
用
し
な
が
ら
伏
彩
色
螺
鈿
に
つ
い
て
再
考
し
、

ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
漆
扉
を
輸
出
用
伏
彩
色
螺
鈿
の
基
準
作
例
と
し
て
位
置
づ

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

な
お
本
稿
で
は
、
作
品
名
や
引
用
文
を
除
い
て
、
原
則
と
し
て
貝
に
よ
る
加
飾
技
法
に
つ
い
て

は
「
青
貝
」
の
呼
称
を
用
い
ず
「
螺
鈿
」
に
統
一
し
た

（
5
（

。

一
、
一
八
〇
〇
年
前
後
の
プ
ラ
ー
ク
・
プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
螺
鈿
作
品

十
九
世
紀
の
伏
彩
色
螺
鈿
の
輸
出
漆
器
を
考
え
る
前
段
階
と
し
て
、
製
作
年
や
製
作
事
情
が
判

明
す
る
プ
ラ
ー
ク
・
プ
ラ
ケ
ッ
ト
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
り
、
先
学
に
よ
る
論
考
が
蓄
積
さ
れ
て

い
る

（
6
（

。
銅
板
に
漆
を
焼
き
付
け
蒔
絵
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
の
銅
版
画
の
図
を
表
現
す
る
こ
と

を
発
案
し
た
の
は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
（
か
ら
翌
年
ま
で
出
島
に
医
師
と
し
て
滞
在
し
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
国
籍
の
ス
ト
ゥ
ツ
ェ
ル（J. A

. Stutzer

（と
い
う
。
彼
の
日
記
に
表
れ
る《
サ
ン
ク
ト
・

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
風
景
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
挿
図
（
（
の
裏
面
（
挿
図
2
（

に
は
、
螺
鈿
に
よ
る
花
枝
文
の
装
飾
が
あ
る

（
7
（

。《
聖
コ
ン
ス
タ
ン
ザ
教
会
図
プ
ラ
ー
ク
》（
ピ
ー
ボ

デ
ィ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
（
お
よ
び
《
コ
ル
シ
ー
ニ
宮
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》（
東
京
国
立
博
物
館
（
に

も
、
裏
面
に
同
様
の
花
枝
文
の
螺
鈿
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
一
七
九
二
年
の
「Sasaja

」

銘
が
確
認
で
き
る
《
ド
ガ
ー
バ
ン
ク
海
戦
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》
三
種
と
《
カ
デ
ィ
ス
海
戦
図
蒔
絵

プ
ラ
ー
ク
》（《
ロ
ー
マ
景
観
図
》
の
裏
面
に
つ
い
て
は
未
詳
（
の
裏
面
に
は
螺
鈿
の
装
飾
が
見
ら
れ
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六

な
い
が
、「SA

SA
Y

A

」
銘
の
あ
る
一
七
九
七
年
と
一
七
九
九
年
の
戦
闘
図
を
テ
ー
マ
と
し
た
《
エ

グ
モ
ン
ト
（
カ
ン
ペ
ル
ダ
イ
ン
（
海
戦
図
蒔
絵
螺
鈿
簞
笥
》（
プ
リ
ン
ス
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
海
事
博
物
館
（

や《
戦
闘
図（
ペ
ッ
テ
ン
と
カ
ラ
ン
ト
ス
ウ
オ
ー
フ
間
へ
の
イ
ギ
リ
ス
軍
の
上
陸
図
（蒔
絵
螺
鈿
書
簞
笥
》

（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
（
で
は
蒔
絵
と
螺
鈿
の
併
用
が
見
ら
れ
、
笹
屋
も
一
八
〇
〇
年
頃

に
は
螺
鈿
装
飾
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、《
戦
闘
図
蒔
絵
螺
鈿
書
簞
笥
》

に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
簞
笥
と
同
じ
銅
版
画
を
典
拠
と
す
る
輸
出
漆
器
の
下
絵
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
国
立
美
術
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
下
絵
に
付
さ
れ
た
貼
紙
に
は
技
法
に
つ
い
て
の
指
示
が
墨
書

さ
れ
て
い
る（
詳
細
は
後
掲
年
表
九
七
頁
参
照
（。
こ
の
ほ
か
輸
出
漆
器
例
と
対
照
で
き
る「
出
島
図
」

な
ど
、
同
美
術
館
が
所
蔵
す
る
一
括
の
漆
器
下
絵
や
ト
ヨ
タ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
産
業
技
術
記
念
館
（

に
収
蔵
さ
れ
る
関
係
資
料
は
笹
屋
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
、
京
都
に
お
け
る
輸
出
漆
器
製
作
の
工
程
を

示
す
点
で
特
に
貴
重
な
情
報
と
い
え
よ
う

（
8
（

。
ま
た
、「Sasaja

」
銘
の
プ
ラ
ー
ク
原
画
（
レ
イ
ツ
画

マ
リ
ア
ヌ
ス
彫
（
と
は
異
な
る
「
英
蘭
海
戦
図
」
の
銅
版
画
シ
リ
ー
ズ
を
原
図
と
す
る
《
ド
ガ

ー
バ
ン
ク
海
戦
図
プ
ラ
ー
ク
》
四
種
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
の
裏
面
は
、
蒔
絵
に
よ
っ
て
銅

版
画
の
銘
文
と
紋
章
を
記
し
、
そ
の
上
下
を
漆
絵
の
花
枝
文
様
で
装
飾
す
る
（
挿
図
3
（。
こ
の

時
期
に
、
蒔
絵
と
漆
絵
、
そ
し
て
螺
鈿
が
輸
出
漆
器
の
装
飾
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

〇
年
前
後
ま
で
に
製
作
年
代
を
絞
る
こ
と
が
で
き
る
螺
鈿
装
飾
の
あ
る
作
品
に
お
い
て
伏
彩
色
は

認
め
ら
れ
な
い

（
9
（

。

そ
の
例
外
が
、
各
所
に
分
蔵
さ
れ
る
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
肖
像
図
プ
ラ
ケ
ッ
ト
》
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
商
館
長
フ
ァ
ン
・
レ
ー
デ
・
ト
ッ
ト
・
デ
・
パ
ル
ケ
レ
ー
ル
（
在
留
期
間
：
一
七
八
五

�
六
、
一
七
八
七
�
九
（
の
一
七
九
三
年
の
収
集
品
リ
ス
ト
中
、
ひ
と
つ
は
彩
色
を
伴
っ
た
漆
塗

り
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
螺
鈿
を
象
嵌
し
た
も
の
と
す
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
の
二
点
の
長
方
形
の

肖
像
に
対
応
す
る
作
品
と
想
定
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
筆
者
は
元
リ
ス
ト
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
ヨ

ル
グ
氏
論
文
に
あ
る
「
彩
色
を
伴
っ
た
漆
塗
り
」
に
対
応
す
る
漆
絵
と
蒔
絵
の
併
用
作
品
と
、「
螺

鈿
を
象
嵌
し
た
も
の
」
に
対
応
す
る
と
想
定
さ
れ
る
伏
彩
色
螺
鈿
に
よ
る
作
品
（
詳
細
は
後
掲
年

表
九
六
頁
参
照
（
が
あ
り
、
こ
の
段
階
で
伏
彩
色
螺
鈿
が
登
場
す
る
。
し
か
し
、
着
色
の
肖
像
画

を
伏
彩
色
螺
鈿
で
表
現
す
る
製
作
年
代
の
明
ら
か
な
次
の
基
準
作
と
な
る
と
、
天
保
元
年
（
一
八

三
〇
（
の
《
シ
ー
ボ
ル
ト
妻
子
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
（
お
よ
び
《
い

ね
肖
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》（
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
、
青
貝
屋
の
登
場
を
見
て
い
き
た
い

（
（（
（

。

挿図 （ 《サンクト・ペテルブルク風景図蒔絵プラーク》 表
面 国立歴史民俗博物館蔵

挿図 2 《サンクト・ペテルブルク風景図蒔絵プラーク》 裏
面 国立歴史民俗博物館蔵

挿図 3 《ドガーバンク海戦図プラーク》D 裏面 長崎歴史
文化博物館蔵

る
が
、
装
飾
技
法
の
違
い
が
発
注
者
の
意
思
に

よ
る
も
の
か
、
受
注
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
か

の
判
断
が
で
き
る
材
料
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

ピ
ー
ボ
デ
ィ
・
エ
セ
ッ
ク
ス
博
物
館
に
所
蔵

さ
れ
る
一
七
九
九
年
と
一
八
〇
一
年
の
ア
メ
リ

カ
向
け
輸
出
漆
器
や
一
八
〇
〇
年
の
ホ
ー
エ
ン

リ
ン
デ
ン
の
戦
い
と
マ
レ
ン
ゴ
の
戦
闘
を
主
題

と
す
る
《
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
モ
ロ
ー
肖
像
図
蒔
絵

プ
ラ
ー
ク
》《
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
肖

像
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》（
い
ず
れ
も
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー

漆
芸
美
術
館
（、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
《
ヴ

ィ
ク
ト
ル
・
モ
ロ
ー
肖
像
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》

（
神
戸
市
立
博
物
館
・
挿
図
4
（
な
ど
、
一
八
〇
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八
七

二
、
青
貝
屋
の
参
入

文
化
三
年（
一
八
〇
六
（、オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ（
一
七
七
七
�
一
八
三
五
（

は
参
府
途
中
、
京
都
の
青
貝
屋
店
先
の
青
貝
器
物
乗
物
類
に
目
を
と
め
、
阿
蘭
陀
宿
を
通
じ
て
注

文
す
る
。
青
貝
屋
は
見
本
を
渡
さ
れ
て
青
貝
細
工
を
仕
立
て
、
参
府
帰
途
四
月
下
旬
に
注
文
品
を

納
め
、
六
月
に
は
長
崎
ま
で
下
り
出
島
出
入
り
商
人
と
な
っ
た
。
青
貝
屋
は
こ
の
年
、
出
島
在
留

の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
三
十
貫
目
の
注
文
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

（
（（
（

。
三
井
家
に
例
年
の
借
財
に
つ
い

て
の
御
礼
と
願
い
を
記
し
た
文
書
か
ら
判
明
す
る
、
青
貝
屋
が
阿
蘭
陀
商
売
に
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
た
い
き
さ
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
手
際
の
良
さ
は
ド
ゥ
ー
フ
が
こ
の
年
以
前
に
青
貝
屋
に
つ
い
て

の
何
ら
か
の
情
報
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
肖
像
図
プ
ラ
ケ

ッ
ト
》
の
例
か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
に
京
都
に
お
い
て
伏
彩
色
螺
鈿
の
商
品
は
あ
る
程
度
オ
ラ
ン
ダ

人
の
注
文
に
応
え
て
製
作
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
ド
ゥ
ー
フ
は
そ
う
し
た

商
品
を
本
格
的
に
貿
易
に
組
み
込
む
た
め
に
青
貝
屋
を
出
島
出
入
り
商
人
に
引
き
込
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

青
貝
屋
は
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
（
の
イ
ギ
リ
ス
船
（
ア
メ
リ
カ
船
と
理
解
（
に
よ
る
従
来
と

は
異
な
っ
た
注
文
に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
や
、
文
化
十
一
年
の
注
文
リ
ス
ト
の
内
容
（
大
文
庫
、

小
文
庫
、
尺
四
寸
盆
、
絵
具
箱
、
針
さ
し
、
糸
巻
箱
、
剃
刀
箱
、
茶
入
箱
銅
地
、
指
金
箱
、
た
は
こ
入
れ
、

旅
櫛
箱
、
銅
地
薬
入
、
弐
尺
銅
地
盆
、
こ
つ
ふ
台
、
筒
た
は
こ
入
（
な
ど
を
み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
漆
器
、
例
え
ば
素
地
が
銅
の
注
文
に
も
応
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ま
で
輸
出
漆

器
を
扱
っ
て
き
た
笹
屋
な
ど
の
店
も
当
然
複
数
存
在
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
い
て
提
示
で
き
て
い

る
の
は
青
貝
屋
を
中
心
と
し
た
限
ら
れ
た
資
料
で
は
あ
る
が
、一
八
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
プ
ラ
ー
ク
、

プ
ラ
ケ
ッ
ト
、
簞
笥
と
い
っ
た
平
面
作
品
や
大
型
の
家
具
が
中
心
で
あ
っ
た
輸
出
漆
器
が
、
青
貝

屋
の
参
入
を
機
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
比
較
的
小
型
の
器
物
へ
と
移
行
し
て
い
る
こ
と
が
読
み

取
れ
よ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
本
国
が
窮
地
に
あ
っ
た
こ
の
時
期
、
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
が
長
崎
貿
易
を
継

続
し
て
い
く
た
め
の
窮
余
の
策
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
と
シ
ー
ボ
ル
ト
の
関
係
資
料

青
貝
屋
参
入
以
降
の
輸
出
漆
器
に
つ
い
て
、
確
実
な
情
報
を
も
つ
実
物
資
料
は
限
定
さ
れ
て
い

た
が
、
近
年
、
海
外
に
所
蔵
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
資
料
の
調
査
が
進
み
、
そ
れ
ら
の
情
報
が

公
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
『
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
ブ
ロ
ム
ホ
フ
蒐
集
目
録

�
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
み
せ
た
か
っ
た
日
本
�
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
（
で
あ
る
。
長
崎
出
島
の
オ

ラ
ン
ダ
商
館
の
荷
倉
役
、
商
館
長
を
歴
任
し
た
ヤ
ン
・
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
（
一
七
七
九
�
一

八
五
三
（
に
よ
る
収
集
品
の
手
稿
目
録
を
翻
刻
・
翻
訳
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
そ
の
リ
ス
ト
の

四
四
八
番
に
対
応
す
る
《
風
景
図
に
花
鳥
蒔
絵
螺
鈿
絵
具
箱
》
が
写
真
付
き
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

目
録
に
は
、「
四
四
八
． 

螺
鈿
を
施
し
金
色
で
縁
取
り
し
た
黒
塗
り
の
美
し
い
絵
具
箱
一
点
。
内

外
が
互
い
に
ぴ
っ
た
り
合
う
、
仕
切
り
付
の
引
き
出
し
（lade

（
か
ら
な
り
、
そ
の
中
に
は
、
／

A
：
上
か
ら
一
番
目
の
引
き
出
し
（
後
略
（」
な
ど
と
あ
る
。
三
段
の
絵
具
箱
の
蓋
に
は
中
央
の

枠
内
に
山
水
図
、
そ
の
周
辺
に
尾
長
鳥
と
花
枝
文
が
あ
り
、
螺
鈿
の
装
飾
の
一
部
に
伏
彩
色
（
赤
（

が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
側
面
は
金
銀
の
蒔
絵
と
漆
絵
に
よ
っ
て
尾
長
鳥
と
花

枝
文
が
表
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
写
真
か
ら
の
推
定
に
過
ぎ
な
い
が
、
目
録
の

翻
刻
に
よ
り
本
作
品
に
つ
い
て
の
製
作
年
代
は
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
作
品
情
報
が
揃
え

ば
こ
の
時
期
の
基
準
作
例
と
な
る
。

ま
た
、
日
本
研
究
で
知
ら
れ
る
外
科
医
シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
�
一
八
六
六
（
関
係
の
資
料

挿図 4 《ヴィクトル・モロー肖像図蒔絵プラーク》 神戸市
立博物館蔵
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に
つ
い
て
も
精
度
が
上
が
り
、
作
品
情
報
も
ク
リ
ア
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、「
フ
ォ
ン
・

ブ
ラ
ン
デ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家
所
蔵
、
一
八
二
五
�
二
七
年
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
書
簡
の
翻
刻
な
ら
び

に
翻
訳
」（『
鳴
滝
紀
要
』
一
七
、
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
、
二
〇
〇
七
（
に
お
い
て
翻
訳
さ
れ
た
《
シ

ー
ボ
ル
ト
宛

ゲ
オ
ル
ク
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
コ
ル
マ
ン
お
よ
び
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ー
ネ
・
コ
ル
マ
ン
書
簡

一
八
二
六
年
六
月
三
日
》《
シ
ー
ボ
ル
ト
宛

G. J.

コ
ル
マ
ン
書
簡

一
八
二
六
年
六
月
二
十

八
日
》
か
ら
は
、
煙
草
入
れ
の
注
文
に
関
す
る
具
体
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
え
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
伯
父
ヨ
ハ
ン
゠
バ
ル
ト
ロ
メ
ウ
ス
（
一
七
七
四
�
一
八
一
四
（
の
肖
像
画
を
原
図

と
す
る
《
バ
ル
テ
ル
肖
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》（
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
を
検
証
す

る
と
き
、
同
種
の
作
例
が
多
く
注
文
さ
れ
た
形
跡
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

《
バ
ル
テ
ル
肖
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》
は
、《
シ
ー
ボ
ル
ト
妻
子
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》

と
同
じ
く
円
形
の
印
籠
蓋
造
の
合
子
で
、
合
口
部
が
内
に
す
ぼ
ま
っ
た
こ
の
形
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
と
同
じ
形
式
で
あ
る
。
肖
像
は
銀
箔

（
（（
（

に
墨
線
の
み
の
伏
彩
色
螺
鈿
で
表
現
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
墨
線
だ
け
の
表
現
は
、
例
え
ば
《
青
貝
細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙

草
入
れ
》（
神
戸
市
立
博
物
館
・
挿
図
5
（
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
の
部
分
や
、《G. A

. G. P. 

フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
カ
ペ
レ
ン
肖
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》《
カ
レ
ル
・
ラ
ー
ベ
ン
ハ
ウ
プ
ト
肖

像
螺
鈿
た
ば
こ
入
れ
》（
い
ず
れ
も
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
（な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
、
蒔
絵
技
術
に
秀
で
、
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
と
ア
モ
ー
ル
を
表
す
墨
線
が
繊
細
な
《
青
貝
細
工
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ
》
は
、
周
辺
の
花
模
様
な
ど
に
赤
と
黄
色
の
伏
彩
色
が
施
さ
れ

る
が
、
伏
彩
色
螺
鈿
の
一
般
的
な
作
例
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
伏
彩
色
螺
鈿
の
早
い
時
期
の

作
例
と
み
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

四
、
た
ば
こ
入
れ
の
検
証

伏
彩
色
螺
鈿
の
基
準
作
品
を
検
討
す
る
た
め
に
始
め
た
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
範
囲
は
か

な
り
限
定
的
で
当
初
の
目
的
に
は
届
い
て
い
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
文
献
資
料
や
基
準
作
例
と
の

対
照
が
可
能
で
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
調
査
を
実
施
し
た
煙
草
入
れ
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察

を
報
告
し
た
い
。
な
お
、
作
品
の
技
術
的
な
知
見
に
つ
い
て
は
山
下
好
彦
氏
に
負
う
と
こ
ろ
が
大

き
い
。

先
述
の
《
青
貝
細
工
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
に
ア
モ
ー
ル
図
煙
草
入
れ
》（
神
戸
市
立
博
物
館
（
と
は
タ
イ

プ
が
異
な
る
が
、《
青
貝
細
工
出
島
家
屋
図
煙
草
入
れ
》（
神
戸
市
立
博
物
館
・
挿
図
6
（
は
、
箱

側
面
の
花
枝
文
の
螺
鈿
に
《
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
モ
ロ
ー
肖
像
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
》（
神
戸
市
立
博
物
館
（

と
通
じ
る
繊
細
な
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
家
屋
の
障
子
や
木
目
な
ど
を
螺
鈿
の
上
か
ら

描
い
て
い
る
点
も
プ
ラ
ー
ク
と
共
通
す
る
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、《
青
貝
蒔
絵
人
物
図

嗅
ぎ
た
ば
こ
い
れ
》（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図
7
（
は
、図
様
の
一
部
に
貝
を
貼
っ
た
の
ち
に
、

金
銀
の
蒔
絵
や
微
塵
貝
、錫
紛
な
ど
を
用
い
た
複
雑
な
工
程
を
経
て
製
作
さ
れ
た
例
で
あ
る
。《
青

貝
蒔
絵
大
井
川
図
嗅
ぎ
た
ば
こ
い
れ
》（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図
8
（
も
蒔
絵
装
飾
を
主
体

と
し
て
い
る
。
蓋
表
は
蒔
絵
で
大
井
川
図
を
表
し
、
側
面
に
伏
彩
色
の
な
い
螺
鈿
（
毛
彫
り
あ
り
（

で
草
花
文
様
を
配
し
て
い
る
。
本
作
の
内
側
に
は
商
館
長
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ム
ホ
フ
の
旧
蔵
品
と
読

み
取
れ
る
貼
紙
「Japansch goud / boedel / K

ock Blom
h

□ / ±
（800

」
が
あ
り
、
こ
の

挿図 5 《青貝細工ヴィーナスにアモール図煙草入れ》 神戸市立博物館蔵

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

335

八
九

貼
紙
を
信
じ
れ
ば
、
商
館
長
在
任
期
間
を
下
限
と
し
て
想
定
で
き
る
。

青
貝
屋
参
入
以
降
の
資
料
で
確
認
す
る
と
、
煙
草
入
れ
の
初
出
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
（

の
コ
ッ
ク
・
ブ
ロ
ン
ホ
フ
ら
の
青
貝
屋
へ
の
注
文
リ
ス
ト
で
、「
た
は
こ
入
れ
」
と
「
筒
た
は
こ
入
」

と
あ
る
。
文
化
十
四
年
の
注
文
リ
ス
ト
に
も「
た
は
こ
入
れ
」「
厚
貝
入
た
は
こ
入
」と
見
え
る
。「
厚

貝
入
た
は
こ
入
」
は
、
伏
彩
色
の
な
い
螺
鈿
装
飾
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
「
筒
た
は
こ
入
」
で
あ
る
。

『
御
用
唐
木
細
工
物
雛
形
』（
文
政
十
二
年
成
立

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
は
、
長
崎
の
御
用
唐

木
細
工
師
が
、
石
谷
備
後
守
（
宝
暦
十
二
年
〈
一
七
六
二
〉
六
月
補
職
（
か
ら
大
草
能
登
守
（
天
保

四
年
〈
一
八
三
三
〉
五
月
転
免
（
ま
で
、
歴
代
の
長
崎
奉
行
に
献
上
し
た
唐
木
細
工
の
雛
形
に
、
寸

挿図 6 《青貝細工出島家屋図煙草入れ》 神戸市立博物館蔵

挿図 7 《青貝蒔絵人物図嗅ぎたばこいれ》 たばこと塩の博物
館蔵

挿図 8 《青貝蒔絵大井川図嗅ぎたばこいれ》上：表面、下：貼紙
たばこと塩の博物館蔵

法
・
材
質
・
文
様
・
技
法
な
ど
を
注
記
し

た
も
の
で
、
十
八
世
紀
中
葉
か
ら
十
九
世

紀
第
一
四
半
期
に
か
け
て
長
崎
で
製
作
さ

れ
た
唐
木
細
工
の
様
式
や
傾
向
の
ほ
か
、

長
崎
奉
行
が
職
人
た
ち
に
求
め
た
「
異
国

趣
味
」
工
芸
の
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
間
宮

筑
前
守（
文
政
元
年〈
一
八
一
八
〉四
月
補
職
（

が
注
文
し
た
「
御
カ
ウ
ク
ル
」
が
あ
げ
ら

れ
る
。
カ
ウ
ク
ル
と
は
筒
を
意
味
す
る
オ

ラ
ン
ダ
語
のkooker

、koker

の
こ
と
で
、

す
な
わ
ち
「
筒
煙
草
入
れ
」
で
あ
る
。
特

殊
な
形
態
の
細
工
物
で
あ
り
、
舶
載
の
オ

ラ
ン
ダ
製
煙
草
入
れ
を
参
考
に
唐
木
細
工

師
が
製
作
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
れ
輸
出
漆
器
で

あ
れ
、い
ず
れ
に
し
て
も
「
筒
煙
草
入
れ
」

が
長
崎
奉
行
の
目
に
と
ま
り
注
文
す
る
に

至
っ
て
い
る
。
こ
の
輸
出
漆
器
の
実
例
が

      



美

術

研

究

四

二

七

号

336

九
〇

《
青
貝
細
工
蘭
文
字
蒔
絵
た
ば
こ
入
れ
》（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図
9
（
で
あ
る
。
蓋
付
の
円

筒
形
で
、
素
地
は
銅
製
。
本
体
に
蒔
絵
銘
「Cr Ls D

aside

」
が
あ
る
。
貝
は
あ
わ
び
を
用
い
、

鳥
は
裏
に
銀
箔
、
表
面
に
毛
彫
り
が
施
さ
れ
、
鶏
冠
部
分
に
は
裏
彩
色
（
赤
の
顔
料
（。
梅
花
（
白
（

は
裏
に
銀
箔
、
花
や
黄
色
の
花
に
も
裏
彩
色
（
顔
料
（
が
施
さ
れ
る
。

シ
ー
ボ
ル
ト
宛
の
書
簡
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
内
側
に
注
文
主
や
贈
る
相
手
の
名
前
を
入

れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
注
文
が
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
（

の
『
商
館
長
日
記
』
に
は
、
青
貝
屋
の
螺
鈿
製
品
を
具
体
的
に
示
す
記
述
「
バ
ラ
の
花
束
文
螺
鈿

煙
草
入
れ
」「
日
本
風
景
図
螺
鈿
嗅
ぎ
煙
草
入
れ
」
と
い
う
記
述
も
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
も
、

伏
彩
色
の
見
ら
れ
な
い
作
例
《
青
貝
尾
長
鳥
に
切
枝
文
様
嗅
ぎ
た
ば
こ
い
れ
》（
銅
製
、
伏
彩
色
な

し
、
毛
彫
り
あ
り
、
蓋
裏
に
蒔
絵
サ
イ
ン
「M

J J: A
: V

ollenhove

」（（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図

（0
（、《
青
貝
岩
に
花
樹
文
様
嗅
ぎ
た
ば
こ
い
れ
》（
銅
製
、
伏
彩
色
な
し
、
裏
箔
な
し
、
毛
彫
り
あ
り
（

（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図
（（
（
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、「
タ
キ
か
ら
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
書
簡
」（
ベ
ル
リ
ン
日
本
協
会
（
に
よ
っ
て
、
天
保
元
年
（
一

八
三
〇
（
に
シ
ー
ボ
ル
ト
の
妻
た
き
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
た
め
に
注
文
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
《
シ

ー
ボ
ル
ト
妻
子
像
螺
鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
・
挿
図
（2
（
と
《
い
ね
肖
像
螺

鈿
嗅
ぎ
た
ば
こ
入
れ
》（
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
（
の
伏
彩
色
螺
鈿
を
用
い
た
写
実
表
現
は
、

こ
こ
ま
で
の
基
準
作
例
に
比
較
で
き
る
も
の
が
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
深
い
関
係
性
が
確
認
で

き
る
青
貝
屋
（
京
都
（
に
依
頼
し
た
も
の
か
、
肖
像
画
の
画
風
か
ら
長
崎
の
画
家
が
関
与
し
や
す

い
長
崎
で
製
作
し
た
も
の
か
、
判
断
に
迷
う
。
約
四
十
年
前
の
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
肖
像
図
プ

ラ
ケ
ッ
ト
》
か
ら
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
こ
の
よ
う
な
表
現
に
た
ど
り
つ
い
た
の
か
。
こ
の
間

を
埋
め
る
資
料
は
も
う
少
し
必
要
で
あ
ろ
う
。

長
崎
貿
易
の
不
調
で
あ
っ
た
天
保
年
間
に
は
、
青
貝
屋
の
逼
塞
が
文
書
よ
り
知
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
状
況
下
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
（
に
は
長
崎
の
業
者
の
参
入
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時

期
の
輸
出
漆
器
の
傾
向
を
検
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
オ
ラ
ン
ダ
船
の
脇
荷
物
掛
が
、
山
水
文

様
を
好
む
ビ
ッ
ケ
ル
（
一
八
三
九
�
四
四
（
か
ら
花
鳥
文
様
を
好
む
デ
ル
ブ
ラ
ッ
ト
（
一
八
四
五
�

四
九
（
に
交
代
し
た
と
い
う
情
報
の
み
で
は
あ
る
が
、
例
え
ば
、
前
者
に
《
青
貝
山
水
文
様
嗅
ぎ

た
ば
こ
い
れ
》（
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
・
挿
図
（3
（（
銅
製
、
蓋
裏
に
蒔
絵
サ
イ
ン
「A

 Rietre?o

」、

赤
い
顔
料
の
伏
彩
色
螺
鈿
、
毛
彫
り
あ
り
（
な
ど
を
想
定
す
る
こ
と
は
無
謀
だ
ろ
う
か
。

挿図 9 《青貝細工蘭文字蒔絵たばこ入れ》上：全体、下：蓋上面
たばこと塩の博物館蔵

挿図 （0 《青貝尾長鳥に切枝文様嗅ぎたばこいれ》 たばこと塩の
博物館蔵

挿図 （（ 《青貝岩に花樹文様嗅ぎたばこいれ》 たばこと塩の博物
館蔵
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九
一

五
、
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
日
本
製
扉
部
材
の
資
料
的
意
義

こ
こ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
輸
出
漆
器
に
つ
い
て
は
、
京
都
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
笹
屋
、
青
貝
屋
ほ
か
京
都
の
漆
器
業
者
が
長
崎
貿
易
に
お
い
て
機
能
し
て

い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
保
年
間
以
降
に
、
京
都
の
業
者
か
ら
長
崎
の
業
者
に

実
権
が
移
り
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
輸
出
漆
器
（
伏
彩
色
螺
鈿
の
商
品
（
の
製
作
場
所
も
京
都
か

ら
長
崎
に
ほ
ぼ
完
全
移
行
し
て
い
く
。

青
貝
屋
、
笹
屋
と
も
に
天
保
年
間
も
輸
出
漆
器
商
と
し
て
商
売
を
継
続
し
て
い
る
が
、
弘
化
年

間
の
有
力
漆
器
業
者
と
し
て
名
前
の
挙
が
る
豊
後
町
尾
道
屋
（
尾
道
八
郎
（、
袋
町
松
屋
（
石
崎
太

兵
衛
（
が
天
保
十
一
年
に
は
新
規
参
入
し
て
い
る
。
彼
ら
は
地
元
の
利
を
生
か
し
、
通
詞
（
長
崎

の
地
役
人
（
を
通
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
人
と
の
取
持
ち
を
依
頼
す
る
な
ど
、
京
都
の
業
者
が
不
利
と
な

る
事
態
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
十
二
年
に
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
を
再
開
し
た
有
田
磁
器
の
ブ
ラ

ン
ド
「
蔵
春
亭
」
と
伏
彩
色
螺
鈿
漆
器
の
コ
ラ
ボ
商
品
が
開
発
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、「
八

幡
町
に
住
し
て
元
は
長
崎
陶
山
（
亀
山
（
の
画
工
た
り
し
が
後
ち
青
貝
細
工
に
志
し
て
遂
に
其
一

派
を
施
し
た
る
が
其
功
績
ま
た
視
る
べ
き
も
の
あ
り
た
る
」
と
い
う
松
尾
政
治
と
い
う
人
物
の
存

在
を
見
る
と
、京
都
の
業
者
は
関
与
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
（

に
は
、
唐
人
屋
敷
の
商
人
と
の
取
引
が
増
え
て
き
た
青
貝
細
工
に
つ
い
て
、
細
物
屋
（
小
間
物
屋
、

笹
屋
や
青
貝
屋
な
ど
の
商
人
を
指
す
（
が
独
占
販
売
の
権
利
を
主
張
し
た
と
こ
ろ
認
め
ら
れ
ず
、
金

具
屋
、
遠
眼
鏡
又
は
方
針
屋
等
、
長
崎
の
工
芸
商
が
そ
れ
ぞ
れ
青
貝
加
飾
し
て
貿
易
す
る
実
態
を

示
す
資
料
が
存
在
す
る

（
（（
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
長
崎
製
の
伏
彩
色
螺
鈿
製
品
が
中
国
商
人
の
手
を
経
て

輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
タ
イ
へ
の
輸
出
経
路
の
重
要
な
候
補
と
し
て
中
国
商
人
の
存

在
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
が
創
建
さ
れ
る
前
後
の
笹
屋
と
青
貝
屋
の
状
況
を
確
認
し

て
お
く
と
、
青
貝
屋
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
（
に
完
全
に
長
崎
商
売
か
ら
身
を
引
き
、
青
貝

屋
の
屋
号
は
長
崎
の
業
者（
半
田
民
助
（に
引
き
継
い
で
い
る
。
笹
屋
に
つ
い
て
は
、文
久
二
年（
一

八
六
二
（
に
出
島
出
店
商
人
と
し
て
名
前
の
見
え
る
「
笹
屋
勝
次
」
が
京
都
「
笹
屋
」
の
出
店
で

あ
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
（
に
は
、
そ
れ
ま
で
「
定
式
出
入
商

人
」
と
し
て
名
前
が
挙
が
っ
て
い
た
「
笹
屋
勘
助
」
で
は
な
く
「
笹
屋
喜
介
」
と
な
る
。
笹
屋
は

業
者
と
し
て
継
続
し
て
い
る
の
で
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ

挿図 （2 《シーボルト妻子像螺鈿嗅ぎたばこ入れ》
シーボルト記念館蔵

挿図 （3 《青貝山水文様嗅ぎたばこいれ》 たばこと塩の博物館蔵

ィ
ッ
ト
の
扉
に
つ
い
て
は
、
長
崎
に
お
け

る
輸
出
漆
器
業
者
の
活
況
と
次
に
述
べ
る

漆
絵
に
つ
い
て
の
情
報
か
ら
、
新
興
の
長

崎
の
業
者
が
関
わ
っ
た
も
の
と
筆
者
は
考

え
る
。

ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の

扉
は
、
上
下
の
伏
彩
色
螺
鈿
の
部
品
と
、

中
央
の
漆
絵
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

（
図
版
七
・
八
（。
こ
の
漆
絵
の
ひ
と
つ
に

「
叟
鄰
／
画
指
／
蒔
絵
工
／
六
十
六
／
壬

戌
」
と
読
め
る
落
款
が
あ
り
、
製
作
年
が

文
久
二
年
（
一
八
六
二
（
と
ほ
ぼ
限
定
で

き
る
。

日
本
で
修
理
・
公
開
さ
れ
た
漆
絵
（
図

版
八

（a）
（
の
図
様
と
長
崎
の
画
家
石
崎
融

済（
一
八
一
〇
�
六
二
（筆「
和
合
神
図
」（
長
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九
二

崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
挿
図
（4
（
が
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
、
長
崎
に
お
い
て
漆
絵
な
ど
を
手
掛
け
た

黒
川
家
の
存
在
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
代
々
漆
目
利
を
勤
め
た
黒
川
家
旧
蔵
の

「
長
崎
塗
堆
朱
製
造
来
由
」（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
に
は
、「
祖
先
黒
川
勘
右
衛
門
ハ
三
河
国
／

出
生
故
有
テ
当
地
ニ
来
往
ス
然
ル
ニ
／
寛
文
十
一
辛
亥
年
当
地
奉
行
牛
込
／
忠
座
衛
門
殿
在
勤
中

唐
塗
堆
／
朱
製
造
並
油
蒔
絵
ノ
秘
術
唐
／
人
ヨ
リ
伝
習
可
請
者
ヲ
被
撰
候
折
／
右
勘
右
衛
門
儀
兼

テ
漆
細
工
ニ
手
／
練
致
シ
居
ル
旨
被
及
聞
両
述
ノ
秘
／
伝
ヲ
請
候
様
下
命
ヲ
請
伝
習
中
／
唐
通
事

通
弁
ヲ
以
テ
塗
堆
朱
製
／
造
彫
刻
並
油
蒔
絵
共
全
ク
皆
伝
ヲ
／
得
タ
リ
尤
油
蒔
絵
ハ
近
来
休
業
ス

／
祖
先
勘
右
衛
門
ヨ
リ
私
迄
十
代
連
綿
／
本
年
明
治
十
四
年
迄
弐
百
拾
年
間
／
印
籠
菓
子
器
香
合

其
他
ノ
器
／
物
好
ニ
応
ス
其
器
地
（
土
器
竹
木
紙
金
物
（
等
ヲ
以
／
テ
不
相
変
塗
堆
朱
製
造
彫
刻

／
長
崎
県
長
崎
区
／
東
上
町
三
拾
七
番
戸
／
黒
川
正
英
／
花
押
」
と
あ
っ
て
、習
得
し
て
い
た
「
油

蒔
絵
」
に
つ
い
て
近
来
は
休
業
し
て
い
た
と
記
す
。
黒
川
正
英
は
明
治
十
七
年
に
七
十
二
歳
で
亡

く
な
っ
て
い
る
。
漆
絵
が
「
油
蒔
絵
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、

例
え
ば
、長
崎
く
ん
ち
に
西
浜
町
が
出
し
て
い
る
龍
船
を
飾
る
花
鳥
図
（
漆
絵
（
の
存
在

（
（（
（

も
あ
り
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
長
崎
に
お
い
て
こ
う
し
た
漆
器
が
製
作
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い

と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
、長
崎
製
の
伏
彩
色
螺
鈿
の
基
礎
資
料
と
し
て
浅
田
家
旧
蔵
の
『
青
貝
蒔
絵
雛
形
控
』

（
安
政
三
年
（
や
林
家
（
丸
一
家
具
（
旧
蔵
の
『
明
治
十
一
年

塗
物
雛
形
控
』
が
重
要
視
さ
れ

て
き
た
。「
雛
形
」と
の
照
合
に
よ
っ
て
作
品
年
代
が
ほ
ぼ
判
明
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
雛
形
」は
、

作
品
の
形
や
大
き
さ
を
同
定
す
る
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
伏
彩
色
螺
鈿
の
基
礎
資
料
と
し

て
は
確
実
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
扉
部
材

日
本
製
扉
部
材
は
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
大
き
く
年
代
設
定
さ
れ
て
き
た
伏
彩
色
螺
鈿
に
つ
い
て
、

製
作
年
代
を
あ
る
程
度
絞
り
込
み
、
長
崎
製
の
伏
彩
色
螺
鈿
の
特
性
を
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
点
に
お
い
て
そ
の
資
料
的
価
値
は
高
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
の
輸
出
漆
器

と
し
て
ワ
ッ
ト
・
ナ
ー
ン
チ
ー
の
扉
部
材
、
さ
ら
に
タ
イ
の
王
宮
に
納
め
ら
れ
て
い
る
日
本
製
の

漆
器
に
つ
い
て
の
調
査
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
の
長
崎
貿
易
に
つ
い
て
、
新
た
な
一

面
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
（
（
二
神
葉
子
「
ラ
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
寺
院
扉
及
び
日
本
産
伏
彩
色
螺
鈿
に
関
す
る
調
査
」『
受

託
研
究
「
ラ
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
寺
院
の
螺
鈿
扉
修
復
計
画
作
成
の
た
め
の
調
査
研
究
」
調
査
研

究
報
告
書
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
一
五
、
一
一
頁
。

挿図 （4 石崎融済筆「和合神図」 長
崎歴史文化博物館蔵

挿図 （5 《青貝梅笹バラに雀文様嗅ぎたばこいれ》 たばこと塩の博物館蔵

は
、
伏
彩
色
螺
鈿
の
技
法
そ
の
も
の
を
比

較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本
稿
に
お

い
て
詳
細
に
立
ち
入
る
こ
と
は
か
な
わ
な

い
が
、
例
え
ば
《
青
貝
梅
笹
バ
ラ
に
雀
文

様
嗅
ぎ
た
ば
こ
い
れ
》（
た
ば
こ
と
塩
の
博

物
館
・
挿
図
（5
（
の
、
裏
彩
色
螺
鈿
で
表

さ
れ
た
雀
の
赤
茶
と
こ
げ
茶
色
は
、
ワ
ッ

ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
上
部
に

配
さ
れ
た
花
鳥
図
の
伏
彩
色
螺
鈿
に
近

い
。
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト

の
扉
部
材
に
用
い
ら
れ
た
貝
の
状
態
や
裏

彩
色
の
絵
具
や
色
遣
い
、
各
部
モ
テ
ィ
ー

フ
な
ど
を
他
の
資
料
と
併
せ
て
み
て
い
く

こ
と
で
、
長
崎
製
伏
彩
色
螺
鈿
製
品
の
基

礎
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

339

九
三

（
2
（
二
神
葉
子
前
掲
註
（
、
一
二
�
一
三
頁
。

（
3
（
勝
盛
典
子
「
近
世
長
崎
に
お
け
る
漆
器
製
作
と
輸
出
に
つ
い
て
�
日
本
の
文
献
史
料
を
中
心
に

�
」（『
近
世
輸
出
工
芸
品
の
保
存
と
修
復
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
〇
（、
同
「
十
九
世

紀
の
輸
出
漆
器
�
青
貝
屋
に
お
け
る
阿
蘭
陀
商
売
の
端
緒
か
ら
終
焉
ま
で
�
」（『
近
世
輸
出
工
芸

品
の
保
存
と
修
復
Ⅱ
』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
二
（、
同
「
十
九
世
紀
の
輸
出
漆
器
・
補

遺
�
青
貝
屋
の
文
政
・
天
保
期
を
中
心
に
�
」（『
第
三
十
一
回
文
化
財
保
存
修
復
研
究
協
議
会
（
近

世
輸
出
工
芸
品
の
保
存
と
修
復
Ⅲ
（』
東
京
文
化
財
研
究
所
、
二
〇
〇
三
（
ほ
か
。

（
4
（
「
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
日
本
製
扉
部
材
と
伏
彩
色
螺
鈿
に
関
す
る
研
究
会
」（
二

〇
一
八
年
七
月
三
十
日
（。
十
名
の
発
表
者
に
よ
っ
て
多
角
的
な
研
究
報
告
が
な
さ
れ
た
。
二
神

葉
子
「
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー
チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
の
日
本
製
扉
部
材
と
伏
彩
色
螺
鈿
に
関
す
る
調
査
研

究
の
概
要
」、
山
下
好
彦
「
江
戸
時
代
後
期
の
薄
貝
螺
鈿
技
法
に
関
す
る
考
察
�
ワ
ッ
ト
・
ラ
ー

チ
ャ
プ
ラ
デ
ィ
ッ
ト
寺
院
螺
鈿
扉
と
輸
出
漆
器
」、
勝
盛
典
子
「
伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
技
法
と
史

的
資
料
か
ら
」
は
、
い
ず
れ
も
「
幕
末
期
伏
彩
色
螺
鈿
製
品
に
関
す
る
基
礎
調
査
」
を
踏
ま
え
て

発
表
し
た
。
な
お
、
勝
盛
が
本
報
告
に
用
い
た
調
査
結
果
は
、
三
者
共
同
の
知
見
・
見
解
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

（
5
（
青
貝
は
夜
光
貝
、
鮑
貝
、
蝶
貝
、
鸚
鵡
貝
な
ど
螺
鈿
の
材
料
に
用
い
る
貝
の
総
称
。
ま
た
、
そ

れ
ら
を
用
い
た
加
飾
技
法
で
あ
る
「
螺
鈿
」
の
異
称
。
中
国
で
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
「
螺
鈿
」

と
い
う
語
に
代
っ
て
、
日
本
に
お
い
て
は
室
町
時
代
以
降
「
ア
ヲ
ガ
イ
」「
青
貝
」
と
い
う
表
現

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
近
世
に
お
い
て
は
、
各
種
の
記
録
上
「
螺
鈿
」
に
代
っ
て
「
青
貝
」

が
頻
出
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
ま
で
「
青
貝
」
と
い
う
呼
称
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
近
年
、
厚

貝
法
を
「
螺
鈿
」、
薄
貝
法
を
「
青
貝
」
と
称
す
る
場
合
が
あ
る
一
方
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
か

け
て
長
崎
に
お
い
て
輸
出
用
に
製
作
さ
れ
た
螺
鈿
細
工
に
つ
い
て
「
青
貝
」
が
用
い
ら
れ
る
他
に

は
、「
螺
鈿
」
の
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（
6
（
高
野
明「
十
八
世
紀
の
日
本
工
芸
品『
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
風
景
』（
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
旧
蔵
（」（『
日

本
歴
史
』
二
一
三
、
一
九
六
六
（、
吉
村
元
雄
「
江
戸
時
代
の
輸
出
漆
器
�
「
サ
サ
ヤ
」
在
銘
の

蒔
絵
に
つ
い
て
�
」（『
在
外
日
本
の
至
宝
工
芸
』
一
〇
、毎
日
新
聞
社
、一
九
八
一
（、岡
泰
正
「
江

戸
時
代
後
期
の
漆
工
品
に
見
る
洋
風
表
現
に
つ
い
て
」（『
國
華
』
一
三
二
三
、
二
〇
〇
六
（、
日

高
薫「
肖
像
図
蒔
絵
プ
ラ
ー
ク
の
原
図
に
関
し
て
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』一
二
五
、

二
〇
〇
六
（。

（
7
（
高
野
明
前
掲
註
6
。

（
8
（
幕
末
の
笹
屋
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
（
に
「
定
式
出
入
商
人
」
と
し
て
「
塗
物
類

三
条

河
原
町
西
へ
入

笹
屋
勘
助
」、
文
久
四
年
（
一
八
六
四
（
の
『
都
商
職
街
風
聞
』
に
「
塗
物
問

屋

寺
町
三
条
下

笹
や
喜
介
」
と
あ
る
。
喜
介
が
勘
助
の
跡
を
継
い
だ
と
す
る
と
、
笹
屋
の
最

後
の
足
取
り
は
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
（「
諸
塗
物

下
京
区
寺
町
三
条
下

俣
野
喜
介
」（『
京

都
名
所
巡
覧
記
』（、
同
十
一
年
「
諸
塗
器
道
具
類

寺
町
三
条
下

俣
野
喜
介
」（『
買
物
ひ
と
り

案
内
』（、同
十
三
年「
下
京
区
寺
町
三
条
下

俣
野
喜
介
」（『
京
都
名
所
案
内
図
会
』（な
ど
と
あ
り
、

「
笹
屋
」
を
営
ん
で
い
た
人
物
の
姓
は
「
俣
野
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
京
漆
器

近
代
の

美
と
伝
統

資
料
編
』（
光
琳
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
三
（
に
、
俣
野
勘
兵
衛
（
明
治
十
三
・

十
九

漆
器
組
合
名
簿
記
載
、
明
治
二
十
九

新
古
美
術
品
展
出
品
（、
俣
野
喜
介
（
寺
町
三
条

南

明
治
十

第
一
回
内
国
勧
業
博
出
品
、
明
治
十
二

西
京
人
物
誌
記
載
、
明
治
十
三

漆
器

組
合
名
簿
記
載
（、
俣
野
半
兵
衛
（
明
治
十
三

漆
器
組
合
名
簿
記
載
（、
俣
野
正
之
助
（
明
治
二

十
九

五
二
会
全
国
品
評
会
出
品
（
な
ど
が
み
え
る
が
、
輸
出
漆
器
業
者
と
し
て
の
笹
屋
は
こ
の

後
廃
業
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
9
（
伏
彩
色
を
用
い
た
十
七
世
紀
の
螺
鈿
輸
出
漆
器
例
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
日
高
薫
『
異
国
の
表

象
�
近
世
輸
出
漆
器
の
想
像
力
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
八
、
二
八
九
�
五
頁
。

（
（0
（
C. 

J. 

A. 

ヨ
ル
グ
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
製
版
画
に
基
い
て
装
飾
さ
れ
た
日
本
漆
器
に
つ
い
て
」『
神

戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
九
、
一
九
八
一
、
九
頁
。

（
（（
（
筆
者
は
《
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
肖
像
図
プ
ラ
ケ
ッ
ト
》
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
調
査
を
し
て
お

ら
ず
、
こ
こ
で
述
べ
る
伏
彩
色
に
つ
い
て
は
写
真
画
像
に
よ
る
。

（
（2
（
「
奉
願
口
上
之
覚
（
青
貝
類
外
国
売
込
ノ
件
、
但
末
尾
欠
（」、（
公
財
（
三
井
文
庫
、
本
一
六
七

〇
�
一
九
。

（
（3
（
筆
者
は
実
見
し
て
い
な
い
。
銀
箔
、
錫
箔
、
胡
粉
と
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
す
る
文
献
が
あ
る
。

（
（4
（
『
寄
合
町
諸
事
書
上
控
帳
』（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（。『
日
本
都
市
生
活
資
料
集
成
』
六
（
学

習
研
究
社
、
一
九
七
五
（
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・

松
井
洋
子
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
（5
（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
・
越
中
勇
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
龍
船
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ

る
。

（
付
記
（

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
資
料
調
査
・
画
像
利
用
に
つ
き
ま
し
て
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
（
越
中
勇
・

矢
田
純
子
・
長
岡
枝
里
（、
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
（
織
田
毅
（、
神
戸
市
立
博
物
館
（
中
山
創
太
（、
た
ば

こ
と
塩
の
博
物
館
（
湯
浅
淑
子
・
西
田
亜
未
（、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
各
館
・
各
氏
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
の
人
名
お
よ
び
作
品
名
の
日
本
語
訳
に
つ
き
ま
し
て
、
京
都
大
学
名
誉

教
授
松
田
清
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
謝
い
た
し
ま
す
。
挿
図
は
、
図
6
～

（（
、
（3
、
（5
は
勝
盛
・
二
神
・
山
下
の
調
査
時
の
撮
影
、
そ
れ
以
外
は
各
作
品
の
ご
所
蔵
者
に
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
口
絵
は
東
京
文
化
財
研
究
所
の
城
野
誠
治
氏
の
撮
影
に
よ
り
ま
す
。

（
か
つ
も
り
の
り
こ
・
香
雪
美
術
館
学
芸
部
長
（

      



美

術

研

究

四

二

七

号

340

九
四

西
暦
╱
元
号

（787
～

88
天

明
7

～
8

（788
天

明
8

《
作
品
》・
作
品
情
報
・
伏
彩
色
螺
鈿
関
係
事
項

《
サ

ン
ク

ト
・

ペ
テ

ル
ブ

ル
ク

風
景

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

素
地

は
銅

板
、

製
作

者
銘

な
し

。
表

：
蒔

絵
。

裏
：

螺
鈿

に
よ

る
花

枝
文

散
ら

し
の

装
飾

と
蒔

絵
に

よ
る

紋
章

（
双

頭
の

鷲
）

と
表

題
「

V
üe Perspective des Bords de la N

eva, en descendant 
la Riviere entre le Palais dhyvers de Sa M

ajesté Im
periale et les 

batim
ens de l'A

cadem
ie des Sciences a St. Petesburg （

セ
ン

ト
・

ペ
テ

ル
ス

ブ
ル

ク
の

皇
帝

陛
下

の
「

冬
の

宮
殿

」
と

科
学

ア
カ

デ
ミ

ー
の

建
物

の
間

を
下

る
際

の
、

ネ
ヴ

ァ
河

両
岸

の
眼

鏡
絵

（
透

視
画

））」。
※

表
蒔

絵
、

裏
螺

鈿
に

よ
る

花
枝

文
散

ら
し

の
プ

ラ
ー

ク
例

《
聖

コ
ン

ス
タ

ン
ザ

教
会

図
プ

ラ
ー

ク
》

ピ
ー

ボ
デ

ィ
・

エ
セ

ッ
ク

ス
博

物
館

、《
コ

ル
シ

ー
ニ

宮
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

東
京

国
立

博
物

館
。

《
ル

イ
（5

世
騎

馬
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ケ

ッ
ト

》
素

地
は

銅
板

、
製

作
者

銘
な

し
。

表
：

蒔
絵

に
よ

る
ル

イ
（5

世
騎

馬
像

図
。

裏
：

未
詳

。

《
グ

ス
タ

フ
3

世
肖

像
図

蒔
絵

プ
ラ

ケ
ッ

ト
》

素
地

は
銅

板
、

製
作

者
銘

な
し

。
表

：
蒔

絵
に

よ
る

グ
ス

タ
フ

3
世

肖
像

図
。

裏
：

原
図

の
肖

像
画

下
の

宝
冠

・
紋

章
・

獅
子

図
と

ラ
テ

ン
語

銘
文

「
Gustavas 

Ⅲ
 tius Suecorum

 Gothorum
 V

andalorum
que Rex」

に
続

い
て

製
作

情
報

「
Japonia factum

 （788（
（778

年
日

本
製

）」
が

蒔
絵

で
表

さ
れ

る
。

ラ
テ

ン
語

銘
文

は
原

図
と

異
な

る
か

？
銘

文
が

ラ
テ

ン
語

の
原

図
の

存
在

に
つ

い
て

未
確

認
。

螺
鈿

装
飾

は
な

し
。

関
係
者

発
案

：
医

師
ス

ト
ゥ

ツ
ェ

ル
（

在
留

期
間

：
（787-8）

発
案

：
医

師
ス

ト
ゥ

ツ
ェ

ル
（

在
留

期
間

：
（787-8）

か

作
品
所
蔵
先
・

【
典
拠
】

ロ
シ

ア
・

ク
ン

ス
ト

カ
ー

メ
ラ

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館

ロ
シ

ア
・

ク
ン

ス
ト

カ
ー

メ
ラ

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館

摘
要
・【
参
考
文
献
】

典
拠

：
マ

ハ
ー

エ
フ

（
M

ikhail Ivanovich M
akhaev （7（8-70）

の
「

サ
ン

ク
ト

・
ペ

テ
ル

ブ
ル

ク
風

景
」

を
基

に
し

た
銅

版
の

眼
鏡

絵
（

致
道

博
物

館
蔵

ほ
か

）
と

同
図

様
。

天
明

7
年

（
（787）

か
ら

翌
年

ま
で

出
島

に
医

師
と

し
て

滞
在

し
た

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

国
籍

の
ス

ト
ゥ

ツ
ェ

ル
（

J. A
. Stutzer）

が
漆

器
に

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
製

版
画

に
も

と
づ

い
た

図
柄

を
表

現
す

る
こ

と
を

発
案

し
た

最
初

の
人

物
と

さ
れ

る
。「

聖
ペ

テ
ル

ブ
ル

グ
風

景
と

馬
上

の
ル

ー
ド

ウ
ィ

ヒ
（5

世
。

こ
れ

ら
の

原
画

を
彼

等
（

日
本

人
）

に
も

た
ら

し
て

制
作

を
試

み
た

の
は

余
が

最
初

で
あ

る
。

こ
の

2
点

の
原

画
は

、
日

本
人

に
よ

っ
て

は
じ

め
て

模
写

さ
れ

た
。

ま
た

、
余

が
依

頼
し

た
他

の
作

品
、た

と
え

ば
海

の
合

戦
図

な
ど

も
す

こ
ぶ

る
傑

作
で

鑑
賞

に
値

す
る

」
（

ス
ト

ゥ
ツ

ェ
ル

の
日

記
）。

【
高

野
明「

（8
世

紀
の

日
本

工
芸

品『
ペ

テ
ル

ブ
ル

グ
風

景
』（

ク
ン

ス
ト

カ
ー

メ
ラ

旧
蔵

）」『
日

本
歴

史
』

2（3、
（966】【

吉
村

元
雄

「
江

戸
時

代
の

輸
出

漆
器

―
「

サ
サ

ヤ
」

在
銘

の
蒔

絵
に

つ
い

て
―

」『
在

外
日

本
の

至
宝

』
（0、

毎
日

新
聞

社
、

（98（】

原
図

：
ル

・
ミ

ー
ル

（
N

oël Le M
ire （724-（800）

画
カ

ト
ラ

ン
（

Louis-Jacques 
Cathelin （738–（804）

彫
版

の
銅

版
画

「
Louis Q

uinze le Bien A
im

é（
ル

イ
（5

世
騎

馬
像

）」
ス

ト
ゥ

ツ
ェ

ル
は

日
本

で
の

収
集

品
を

、
帰

国
後

に
ロ

シ
ア

の
エ

カ
テ

リ
ー

ナ
2

世
に

献
上

。
日

記
と

対
照

可
能

な
《

サ
ン

ク
ト

・
ペ

テ
ル

ブ
ル

ク
風

景
図

プ
ラ

ー
ク

》
と

《
ル

イ
（5

世
騎

馬
像

図
プ

ラ
ケ

ッ
ト

》
の

ほ
か

に
、《

マ
ル

テ
ィ

ン
・

ル
タ

ー
》 《

フ
リ

ー
ド

リ
ヒ

2
世

》《
グ

ス
タ

ー
ヴ

2
世

》
プ

ラ
ケ

ッ
ト

が
、

学
士

院
博

物
館

を
経

て
（795

年
に

ク
ン

ス
ト

カ
ー

メ
ラ

に
移

管
さ

れ
た

。
日

記
の

「
ル

ー
ド

ウ
ィ

ヒ
（5

世
」

が
「

ル
イ

（5
世

」
の

誤
り

と
す

れ
ば

、
左

記
作

品
が

当
該

資
料

と
な

る
。

【「
Japan und Europa （

日
本

と
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

）（543-（929」Berliner Festspiele、（993】【
岡

泰
正

「
江

戸
時

代
後

期
の

漆
工

品
に

見
る

洋
風

表
現

に
つ

い
て

」『
國

華
』

（323、
2006】【

日
高

薫
「

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
の

原
図

に
関

し
て

」『
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

研
究

報
告

』
（25、

2006】【
大

英
博

物
館

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】

原
図

：
ロ

ー
レ

ン
パ

ッ
シ

ェ（
Lorens Pasch （733-（805）画

ヤ
コ

ブ
・

ヒ
ル

ベ
ル

フ（
Jacob 

Gillberg （724-93）
彫

版
の

銅
版

画
「

Gustaf  D
en III Sveriges Göthes och W

ändes 
K

onung…
（

グ
ス

タ
フ

3
世

）」
（773

【
C. J. A

.ヨ
ル

グ
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
製

版
画

に
基

い
て

装
飾

さ
れ

た
日

本
製

漆
器

に
つ

い
て

」『
神

戸
市

立
博

物
館

紀
要

』
9、

（992】【
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

館
蔵

資
料

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】
ほ

か

【
凡

例
】  

（.
作

品
調

査
を

実
施

し
て

い
な

い
資

料
に

つ
い

て
、

文
献

・
写

真
な

ど
で

確
認

で
き

な
い

情
報

は
、

不
明

・
未

詳
・

未
確

認
・

？
な

ど
と

記
載

し
た

。
 

2.
青

貝
屋

関
係

事
項

の
参

考
文

献
は

、
特

に
明

記
し

た
以

外
は

勝
盛

典
子

『
近

世
異

国
趣

味
美

術
の

史
的

研
究

』（
臨

川
書

店
、

20（（）
に

よ
る

。
 

3.
典

拠
欄

に
『

沿
革

史
』

と
あ

る
場

合
、

参
考

文
献

は
【

林
虎

松
編

『
著

名
物

産
長

崎
漆

器
沿

革
史

』
丸

一
家

具
合

資
会

社
、

（903】
で

あ
る

。
 

4.《
》

は
作

品
名

、【
】

は
典

拠
お

よ
び

参
考

文
献

、「
」

内
は

原
則

と
し

て
史

料
原

文
を

示
す

。 〈
〉

は
筆

者
が

判
断

を
加

え
た

情
報

。
 

5.「
」

内
に

お
い

て
、

必
要

に
応

じ
て

改
行

を
╱

で
示

し
た

。
□

は
判

読
不

明
文

字
。

伏
彩
色
螺
鈿
の
輸
出
漆
器
関
係
年
表

（
未

定
稿

20（8・
（2）

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

341

九
五

参
考

（792
寛

政
4

（792
寛

政
4

《
ポ

リ
ド

ー
ロ

・
カ

ル
ダ

ラ
蒔

絵
肖

像
プ

ラ
ケ

ッ
ト

》
素

地
は

銅
板

、
製

作
者

銘
な

し
。

表
：

蒔
絵

に
よ

る
肖

像
と

蒔
絵

銘
「

PO
LID

O
RE CA

LD
A

RA
, Peintre」。

裏
：

蒔
絵

銘
「

Surnom
m

é CA
RA

V
A

GE, du nom
 de sa patrie N

é à 
Caravage dans la Lom

bondie en （495. M
ort à M

eßine en （543.」。

《
ド

ガ
ー

バ
ン

ク
海

戦
図

蒔
絵

プ
ラ

ー
ク

》
3

種
（

（-3）
素

地
は

銅
板

。
表

：
3

種
と

も
、

蒔
絵

で
ド

ガ
ー

バ
ン

ク
海

戦
図

と
オ

ラ
ン

ダ
語

（
左

）
と

フ
ラ

ン
ス

語
（

右
）

の
原

図
銘

文
を

写
す

。
そ

の
下

に
「

V
erlakt by Sasaja in 

Japan. A
o （792.」。

裏
：

装
飾

な
し

。

《
カ

デ
ィ

ス
海

戦
図

蒔
絵

プ
ラ

ー
ク

》
素

地
は

銅
版

。
表

：
蒔

絵
で

カ
デ

ィ
ス

海
戦

図
と

オ
ラ

ン
ダ

語
（

左
）

と
フ

ラ
ン

ス
語

（
右

）
の

原
図

銘
文

を
写

す
。

そ
の

下
に

製
作

者
銘

「
V

erlakt by Sasaja in Japan. 
A

o（792.」。
裏

：
装

飾
な

し
。

製
作

：
笹

屋
（

Sasaja
銘

）

製
作

：
笹

屋
（

Sasaja
銘

）

神
戸

市
立

博
物

館

（-3：
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
3：

神
戸

市
立

博
物

館神
戸

市
立

博
物

館
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館

原
図

：
ド

ゥ
ル

ー
・

デ
ュ

・
ラ

デ
ィ

エ
（

D
reux du Radier （7（4-（780）

著
『

欧
州

貴
顕

録
（

L'Europe Illustre）』
初

版
全

6
冊

、
パ

リ
、

オ
デ

ィ
ウ

ー
ヴ

ル
（

M
ichel O

dieuvre 
（687-（756）、

ル
ブ

ル
ト

ン
（

Le Breton）
書

店
刊

、
（755-（765。

全
599

葉
の

う
ち

、
現

在
20

点
以

上
、

6
巻

す
べ

て
に

プ
ラ

ケ
ッ

ト
の

原
図

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
ポ

リ
ド

ー
ロ

・
カ

ル
ダ

ラ
肖

像
は

第
6

巻
N

o.35。

原
図

：
レ

イ
ツ

（
J.F. Reitz （76（-（824）

画
マ

テ
ィ

ア
ス

・
デ

・
サ

リ
エ

ト
（

M
atthias 

de Sallieth （749-9（）
彫

版
の

「
ド

ガ
―

バ
ン

ク
海

戦
図

」
の

、
マ

リ
ア

ヌ
ス

（
Joseph 

M
arianus （738-88）

に
よ

る
異

版
。

（78（
年

に
北

海
の

ド
ガ

ー
バ

ン
ク

海
域

で
行

わ
れ

た
海

戦
を

描
く

3
枚

一
組

の
銅

版
画

。
（

枚
目

は
イ

ン
ト

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン

、
2

枚
目

は
英

蘭
両

艦
隊

の
戦

列
、

3
枚

目
は

海
戦

の
終

結
（

（78（
年

刊
）。

【
吉

村
元

雄
「

江
戸

時
代

の
輸

出
漆

器
―

「
サ

サ
ヤ

」
在

銘
の

蒔
絵

に
つ

い
て

―
」『

在
外

日
本

の
至

宝
』

（0、
毎

日
新

聞
社

、
（98（】

原
図

：
ヤ

ン
・

コ
プ

ル（
Jan K

obell （755-（833）画
マ

テ
ィ

ア
ス

・
デ

・
サ

リ
エ

ト（
M

atthias 
de Sallieth （749-9（）

彫
版

銅
版

画
の

、
マ

リ
ア

ヌ
ス

（
Joseph M

arianus （738-88）
に

よ
る

異
版

。「
カ

デ
ィ

ス
に

近
い

デ
・

サ
ン

タ
・

マ
リ

ア
岬

に
お

け
る

英
蘭

海
戦

図
（

カ
デ

ィ
ス

海
戦

 （78（
年

5
月

30
日

）」。
【『

視
覚

革
命

！
異

国
と

出
会

っ
た

江
戸

絵
画

―
神

戸
市

立
博

物
館

名
品

展
―

』
九

州
国

立
博

物
館

、
20 （3】

参
考

《
ド

ガ
―

バ
ン

ク
海

戦
図

・
カ

デ
ィ

ス
海

戦
図

》
絹

本
著

色
、

額
2

面
。

両
図

と
も

、海
戦

図
の

下
部

に
原

図
の

オ
ラ

ン
ダ

語（
左

）と
フ

ラ
ン

ス
語（

右
）

銘
文

を
写

す
。

旧
蔵

：
笹

屋
か

産
業

技
術

記
念

館
（

ト
ヨ

タ
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
）

「
V

erlakt by Sasaja in Japan. A
o （792.」

銘
の

あ
る

プ
ラ

ー
ク

2
点

と
同

じ
図

様
。

画
面

は
空

の
空

間
部

分
を

引
き

延
ば

し
て

縦
長

の
画

面
と

す
る

。

（792
寛

政
4

《
ロ

ー
マ

景
観

図
》

素
地

は
銅

板
。

表
：

図
の

周
辺

に
は

金
銀

の
研

出
蒔

絵
に

よ
る

花
枝

文
様

と
尾

長
鳥

。
縁

の
下

段
に

蒔
絵

で
英

語
（

左
）

と
フ

ラ
ン

ス
語

（
右

）
の

銘
文

「
RO

M
E in it's 

O
riginal Splendor./ RO

M
E dans Sa Splendeur.A

ncienne.」。
そ

の
下

に
製

作
者

銘
「

V
erlakt by Sasaja in Japan. A

o（792.」。
裏

：
装

飾
な

し
か

。

製
作

：
笹

屋
（

Sasaja
銘

）
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
【

吉
村

元
雄

「
江

戸
時

代
の

輸
出

漆
器

―
「サ

サ
ヤ

」
在

銘
の

蒔
絵

に
つ

い
て

―
」『

在
外

日
本

の
至

宝
』

（0、
毎

日
新

聞
社

、
（98（】【

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
国

立
美

術
館

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】

《
ド

ガ
ー

バ
ン

ク
海

戦
図

プ
ラ

ー
ク

》
4

種
（

A
-D

）
素

地
は

銅
板

、
製

作
者

銘
な

し
。

表
：

蒔
絵

に
よ

る
ド

ガ
―

バ
ン

ク
海

戦
図

。
裏

：
蒔

絵
に

よ
っ

て
銅

版
画

の
銘

文
と

紋
章

を
記

し
、

そ
の

上
下

を
漆

絵
の

花
枝

文
様

で
装

飾
す

る
。

A
-D

：
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

D
：

ピ
ー

ボ
デ

ィ
・

エ
セ

ッ
ク

ス
博

物
館

原
図

：
Sasaja

銘
の

プ
ラ

ー
ク

原
画

（
レ

イ
ツ

画
マ

リ
ア

ヌ
ス

彫
）

と
は

異
な

る
「

英
蘭

海
戦

図
」

の
銅

版
画

シ
リ

ー
ズ

A
ホ

ー
ハ

ー
ヘ

イ
デ

ン
（

Engel H
oogerheyden （740-（807）

画
マ

イ
ス

（
Robert 

M
uys （742-（825）

彫
版

の
銅

版
画

（784
年

刊
B

ホ
ー

ハ
ー

ヘ
イ

デ
ン

画
マ

イ
ス

彫
（784

年
刊

C
ホ

ー
ハ

ー
ヘ

イ
デ

ン
画

マ
イ

ス
彫

（784
年

刊
D

ホ
ー

ハ
ー

ヘ
イ

デ
ン

画
マ

イ
ス

彫
（785

年
刊

【『
日

米
交

流
の

あ
け

ぼ
の

―
黒

船
き

た
る

―
』

江
戸

東
京

博
物

館
、

（999】【
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】

      



美

術

研

究

四

二

七

号

342

九
六

（793
寛

政
5

（797
～

寛
政

9
～

（799
～

寛
政

（（
～

《
フ

リ
ー

ド
リ

ヒ
2

世
肖

像
図

プ
ラ

ケ
ッ

ト
》

素
地

は
銅

板
、

製
作

者
銘

な
し

。
（

表
：

沃
懸

地
に

漆
絵

・
蒔

絵
・

金
貝

？
に

よ
る

肖
像

と
「

FRED
ERIC Ⅱ

」
の

蒔
絵

銘
。

裏
：「

Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu」
の

蒔
絵

銘
と

螺
鈿

に
よ

る
原

図
の

カ
ル

ト
ゥ

ー
シ

ュ
周

辺
の

王
の

象
徴

物
に

よ
る

装
飾

。
2

表
：

伏
彩

色
螺

鈿
に

よ
る

肖
像

と
「

FRED
ERIC Ⅱ

」
の

蒔
絵

銘
。

裏
：「

Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu」
の

蒔
絵

銘
、

螺
鈿

装
飾

は
不

明
。

3
表

：
伏

彩
色

螺
鈿

に
よ

る
肖

像
と

「
FRED

ERIC Ⅱ
」

の
蒔

絵
銘

。
裏

：「
Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu」

の
蒔

絵
銘

、
螺

鈿
装

飾
は

不
明

。
4

表
：

沃
懸

地
に

金
銀

蒔
絵

・
漆

絵
に

よ
る

肖
像

と
「

FRED
ERIC Ⅱ

」
の

蒔
絵

銘
。

裏
：「

Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu」
の

蒔
絵

銘
、

螺
鈿

に
よ

る
原

図
の

カ
ル

ト
ゥ

ー
シ

ュ
周

辺
の

王
の

象
徴

物
に

よ
る

装
飾

。
5

表
：

伏
彩

色
螺

鈿
に

よ
る

肖
像

と
「

FRED
ERIC Ⅱ

」
の

蒔
絵

銘
。

裏
：

不
明

。
6表

：
伏

彩
色

螺
鈿（

と
漆

絵
？

）に
よ

る
肖

像
と「

FRED
ERIC Ⅱ

」の
蒔

絵
銘

。
裏

：「
Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu」

の
蒔

絵
銘

、
螺

鈿
装

飾
は

不
明

。

《
エ

グ
モ

ン
ト

（
カ

ン
ペ

ル
ダ

イ
ン

）
海

戦
図

蒔
絵

螺
鈿

簞
笥

》
素

地
は

木
製

。
上

段
左

扉
：

蒔
絵

銘
「

ZEESLA
G T

U
SSCH

EN
 D

E BA
T

A
A

FSCH
E EN

 
EN

 EN
GELSCH

E V
LO

O
T

EN
 O

P D
E H

O
O

GT
E V

A
N

 EGM
O

N
D

, 
D

EN
 （（ O

CT
O

BER D
ES IA

A
RS （797」

上
段

右
扉

：
蒔

絵
銘

「
ST

A
A

N
D

E D
E BA

T
A

A
FCH

E V
LO

O
T

 O
N

D
ER 

BEV
EL V

A
N

 D
EN

 A
D

M
IRA

A
L D

E W
IN

T
ER EN

 D
EEN

GELSCH
E 

O
N

D
ER D

EN
 A

D
M

IRA
A

LD
U

N
CA

N
」

内
側

に
蒔

絵
で

「
LA

K
W

ERK
ER

SA
SA

Y
A

」
製

作
者

銘
あ

り
。

引
出

は
螺

鈿
と

蒔
絵

で
上

段
に

堅
田

の
浮

御
堂

、比
良

山
、唐

崎
の

松
、三

井
寺

。
下

段
に

石
山

寺
、

矢
橋

の
帰

帆
、

膳
所

城
の

文
様

、
引

出
な

ど
の

外
枠

に
螺

鈿
に

よ
る

尾
長

鳥
、

切
枝

文
様

、
菊

花
を

中
央

に
し

た
花

唐
草

。

《
戦

闘
図

（
ペ

ッ
テ

ン
と

カ
ラ

ン
ト

ス
ウ

オ
ー

フ
間

へ
の

イ
ギ

リ
ス

軍
の

上
陸

図
）

蒔
絵

螺
鈿

書
簞

笥
》

素
地

は
木

製
。

上
段

左
扉

：
蒔

絵
銘

「
H

ET
 LA

N
D

EN
 D

ER EN
GELSCH

EN
 T

U
SSCH

EN
 

PET
T

EN
 EN

 CA
LA

N
T

SO
O

G」
上

段
右

扉
：

蒔
絵

銘
「

O
P D

EN
 ZEV

EN
 EN

 T
W

IN
IN

GST
EN

 A
U

GU
ST

U
S 

D
ES IA

A
RS （799」

内
側

に
蒔

絵
で

「
LA

K
W

ERK
ER

SA
SA

Y
A

」
製

作
者

銘
あ

り
。

引
出

は
螺

鈿
と

蒔
絵

で
下

段
に

堅
田

の
浮

御
堂

、比
良

山
、唐

崎
の

松
、三

井
寺

。

商
館

長
フ

ァ
ン

・
レ

ー
デ

・
ト

ッ
ト

・
デ

・
パ

ル
ケ

レ
ー

ル
（

在
留

期
間

：
（785-6、

（787-9）
収

集
か

製
作

：
笹

屋
（

SA
SA

Y
A

銘
）

製
作

：
笹

屋
（

SA
SA

Y
A

銘
）

（-2：
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

3：
ミ

ュ
ン

ス
タ

ー
漆

器
博

物
館

4-5：
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
6：

ラ
イ

デ
ン

国
立

民
族

学
博

物
館

プ
リ

ン
ス

・
ヘ

ン
ド

リ
ッ

ク
海

事
博

物
館

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
国

立
美

術
館

原
図

：
デ

ス
レ

イ
エ

（
Claude-Louis D

esrayes （746-（8（6）
画

P. Sullin
彫

版
の

銅
版

画
「

FRED
ERIC Ⅱ

 Roi de Preuße et Electeur de Braudeborgu:（
フ

リ
ー

ド
リ

ヒ
2

世
）」

ヨ
ル

グ
氏

に
よ

る
と

、
商

館
長

フ
ァ

ン
・

レ
ー

デ
・

ト
ッ

ト
・

デ
・

パ
ル

ケ
レ

ー
ル

（
Johan 

Fredrik van Rheede tot de Parkeler （757-（802）
の

（793
年

の
収

集
品

リ
ス

ト
は

、「
フ

リ
ー

ド
リ

ヒ
2

世
、

す
な

わ
ち

フ
リ

ー
ド

リ
ヒ

大
王

の
2

点
の

長
方

形
の

肖
像

、
つ

ま
り

胸
像

に
言

及
し

て
お

り
、

そ
の

う
ち

の
ひ

と
つ

は
彩

色
を

伴
っ

た
漆

塗
り

で
、

も
う

ひ
と

つ
は

螺
鈿

を
象

嵌
し

た
も

の
で

あ
っ

た
」

と
い

う
。（

Royal Library, T
he H

ague, m
anuscripts 

dept. （33 M
36/2, no.（7, Enclosure 'N

ote of the goods etc.' Souracarta, （5 A
ug. 

（793〉
に

対
応

す
る

作
品

か
。

【
C. J. A

. ヨ
ル

グ
「

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
製

版
画

に
基

い
て

装
飾

さ
れ

た
日

本
漆

器
に

つ
い

て
」『

神
戸

市
立

博
物

館
研

究
紀

要
』

9、
（98（】【「

シ
ー

ボ
ル

ト
と

日
本

」
東

京
国

立
博

物
館

他
、

（988】【
岡

泰
正

「
江

戸
時

代
後

期
の

長
崎

製
輸

出
漆

器
に

つ
い

て
」『

美
術

史
』

（35、
（994】

【
日

高
薫

「
肖

像
図

蒔
絵

プ
ラ

ー
ク

の
原

図
に

関
し

て
」『

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
研

究
報

告
』

（25、
2006】

上
か

ら
2

段
目

の
扉

原
図

：
ヘ

リ
ッ

ト
・

フ
ル

ー
ネ

ウ
ェ

ー
ヘ

ン
（

Gerrit Groenew
egen

（754-（826）
画

レ
イ

ニ
ー

ル
・

フ
ィ

ン
ケ

レ
ス

（
Reinier V

inkeles （74（-（8（6）
彫

版
に

よ
る

銅
版

画
「

Zeeslag tusschen de Bataafsche en Engelsche vlooten, op de 
hoogte van Egm

ond, den elfden october （797, staande de Bataafsche vloot onder 
het opperbevel van den A

dm
iraal D

e W
inter, en de Engelsche onder dat van 

den A
dm

iraal D
uncan. H

et m
idden van het gevecht（

（797
年

（0
月

2
日

、
バ

タ
ビ

ア
と

イ
ギ

リ
ス

艦
隊

の
エ

グ
モ

ン
ト

で
の

海
戦

）」
【

吉
村

元
雄

『
在

外
日

本
の

至
宝

』
（0、

毎
日

新
聞

社
、

（98（】
【

プ
リ

ン
ス

・
ヘ

ン
ド

リ
ッ

ク
海

事
博

物
館

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】

上
か

ら
2

段
目

の
扉

原
図

：
ラ

ン
ヘ

ン
ダ

イ
ク

（
Jan A

nthonie Langendijk D
zn （748-

（805）
画

ブ
ラ

ウ
ウ

ェ
ル

（
Cornelis Brouw

er （777-（854）
彫

版
に

よ
る

銅
版

画
「

H
et 

Landen D
er Engelsche, tusschen Pette en Calantsoog, op den 27 A

ugustus des 
Jaars （799 （

（799
年

8
月

27
日

Petten
と

Calantsoog
間

へ
の

イ
ギ

リ
ス

軍
の

上
陸

図
）」

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

343

九
七

上
段

に
石

山
寺

、
矢

橋
の

帰
帆

、
膳

所
城

の
文

様
、

引
出

な
ど

の
外

枠
に

螺
鈿

に
よ

る
尾

長
鳥

、
切

枝
文

様
、

菊
花

を
中

央
に

し
た

花
唐

草
。

墨
書

貼
紙

（「
此

細
き

所
ハ

人
形

舩
共

ニ
惣

蒔
絵

也
」

2「
文

字
ハ

何
れ

も
蒔

絵
也

」
3「

此
人

形
地

を
貝

ニ
而

置
銅

判
之

筋
を

蒔
絵

ニ
為

」
4「

此
雲

が
た

皆
研

出
し

也
」

5「
此

人
形

地
を

貝
ニ

而
置

銅
判

之
筋

を
蒔

絵
ニ

為
」

6「
此

地
形

山
の

形
リ

共
ニ

研
出

し
但

シ
此

草
の

/
あ

し
ら

ひ
蒔

絵
」

7「
ゐ

ひ
し

上
之

右
四

枚
之

下
ケ

札
ゟ

外
之

/
人

形
ハ

不
残

青
貝

ニ
而

銅
判

之
筋

を
其

侭
/

お
こ

し
置

可
被

下
候

」
8「

此
は

た
竿

の
頂

□
□

□
/

蒔
絵

ニ
而

も
貝

ニ
而

も
宜

敷
□

□
」

9「
此

は
た

青
貝

ニ
而

文
字

置
残

」
（0「

此
人

形
地

を
貝

ニ
而

置
銅

判
之

/
筋

を
蒔

絵
ニ

而
成

し
可

被
下

候
」

（（「
此

箭
形

之
縁

此
位

斗
之

/
青

貝
の

筋
也

」
（2「

縁
ハ

図
之

こ
と

く
青

貝
の

筋
也

尤
四

/
す

ミ
に

ハ
花

と
鳥

と
を

一
ツ

ツ
ゝ

貝
ニ

而
/

□
可

被
下

候
」

本
図

の
ほ

か
に

、
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
に

は
笹

屋
旧

蔵
と

考
え

ら
れ

る
下

絵
《

出
島

図
》《

三
方

正
回

棚
》《

唐
船

荷
物

□
所

》《
山

水
図

》《
菊

図
》

な
ど

が
あ

る
。

【
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
】

参
考

戦
闘

図
蒔

絵
螺

鈿
書

簞
笥

と
同

じ
銅

版
画

を
典

拠
と

す
る

輸
出

漆
器

の
下

絵
》

紙
本

墨
書

、
（

枚
、

貼
紙

（2
枚

。
銘

文
は

図
の

下
に

あ
り

、
図

様
は

《
戦

闘
図

蒔
絵

螺
鈿

書
簞

笥
》

と
比

較
す

る
と

若
干

簡
略

化
さ

れ
て

い
る

。
楕

円
枠

下
に

オ
ラ

ン
ダ

語
銘

「
H

el Landen/ D
er EN

GELSCH
E, tuschen 

PET
T

E en, CA
LA

N
T

SO
O

G, op den 27A
ugustus des Laars （799」。

旧
蔵

：
笹

屋
か

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
国

立
美

術
館

参
考

参
考

参
考

《
出

島
図

螺
鈿

額
》

素
地

は
木

製
、

製
作

者
銘

な
し

。
螺

鈿
に

よ
る

「
出

島
図

」。

《
出

島
図

螺
鈿

額
の

図
様

に
近

い
輸

出
漆

器
の

下
絵

》
紙

本
墨

書
、

（
枚

。

《
バ

タ
ヴ

ィ
ア

港
図

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

ボ
ッ

ク
ス

》
素

地
は

木
製

。
上

蓋
の

中
央

の
楕

円
中

に
蒔

絵
と

螺
鈿

で
原

図
を

写
し

、
そ

の
下

に
蒔

絵
で

銘
「

D
E REED

E V
A

N
 BA

T
A

V
IA

」
と

紋
章

を
、

そ
の

周
辺

と
箱

の
側

面
に

螺
鈿

の
切

枝
文

様
。

内
側

に
蒔

絵
で

「
LA

K
W

ERK
ER

SA
SA

Y
A

」
製

作
者

銘
あ

り
。

旧
蔵

：
笹

屋
か

製
作

：
笹

屋
（

SA
SA

Y
A

銘
）

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
国

立
美

術
館

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
国

立
美

術
館

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館

寛
政

（0
年

（
（798）

大
火

以
前

の
「

出
島

図
」。

【『
出

島
図

―
そ

の
景

観
と

変
遷

』
中

央
公

論
美

術
出

版
社

、
（987】【

吉
村

元
雄

『
在

外
日

本
の

至
宝

』
（0、

毎
日

新
聞

社
、

（98（】【
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
】

【
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
】

原
図

：
H

endrik K
obell（

（75（—
99）

画
マ

テ
ィ

ア
ス

・
デ

・
サ

リ
エ

ト
（

M
atthias 

de Sallieth （749-9（）
彫

版
の

銅
版

画
「

D
E REED

E V
A

N
 BA

T
A

V
IA

」
（779

年
刊

【
ア

ム
ス

テ
ル

ダ
ム

国
立

美
術

館
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
】

（799
寛

政
（（

3-42《
ナ

イ
フ

入
れ

》
漆

地
に

蒔
絵

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-46《

盆
》

黒
漆

地
に

螺
鈿

で
、

中
央

に
山

水
図

、
そ

の
周

辺
に

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-48《

チ
ル

ト
ッ

プ
・

テ
ー

ブ
ル

》
黒

漆
地

（
脚

部
）

と
漆

地
（

天
板

部
）

に
螺

鈿
と

蒔
絵

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-52《

チ
ル

ト
ッ

プ
・

テ
ー

ブ
ル

》
梨

地
に

蒔
絵

で
、

草
花

の
切

枝
文

様
。

3-49《
デ

ミ
ル

ー
ン

・
テ

ー
ブ

ル
》

ジ
ェ

ー
ム

ズ
・

デ
ブ

ロ
ー

収
集

、
ア

メ
リ

カ
向

輸
出

漆
器

ピ
ー

ボ
デ

ィ
・

エ
セ

ッ
ク

ス
博

物
館

ジ
ェ

ー
ム

ズ
・

デ
ブ

ロ
ー

（
Jam

es D
evereux）

船
長

の
フ

ラ
ン

ク
リ

ン
号

（
Franklin）

に
よ

る
ア

メ
リ

カ
（

Salem
)へ

の
輸

出
漆

器
。

【『
日

米
交

流
の

あ
け

ぼ
の

―
黒

船
き

た
る

―
』

江
戸

東
京

博
物

館
、

（999】

      



美

術

研

究

四

二

七

号

344

九
八

（800
～

寛
政

（2～

（80（
享

和
（

（ 80（
享

和
（

（ 802
～

享
和

2
～

黒
漆

地
に

螺
鈿

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-5（《

デ
ミ

ル
ー

ン
・

テ
ー

ブ
ル

》
梨

地
に

蒔
絵

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
※

い
ず

れ
も

素
地

は
木

製
、

製
作

者
銘

な
し

。
数

字
は

図
録

N
o.

《
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

木
製

額
縁

に
銅

板
の

画
面

素
地

。
製

作
者

銘
な

し
。

木
製

額
縁

の
四

隅
に

螺
鈿

の
唐

草
文

、
銅

板
画

面
に

金
銀

平
蒔

絵
に

金
金

貝
で

ヴ
ィ

ク
ト

ル
・

モ
ロ

ー
肖

像
、

下
段

に
螺

鈿
と

蒔
絵

で
戦

闘
図

。
中

段
に

蒔
絵

で
原

図
の

銘
「「

V
ICT

O
R M

O
REA

U
, général en chef de l'arm

ée du 
Rhin N

é à M
orlaix, en （763」

を
表

す
。

2-9《
チ

ル
ト

ッ
プ

型
テ

ー
ブ

ル
》

黒
漆

地
に

螺
鈿

と
蒔

絵
で

、
鳳

凰
と

草
花

の
切

枝
文

様
。

3- （《
盆

》
黒

漆
地

に
蒔

絵
で

ア
メ

リ
カ

の
紋

章
、

周
辺

に
螺

鈿
で

草
花

の
切

枝
文

様
。

3-38《
ナ

イ
フ

入
れ

》
黒

漆
地

に
螺

鈿
と

蒔
絵

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-4（《

ナ
イ

フ
入

れ
》

黒
漆

地
に

螺
鈿

と
蒔

絵
、

草
花

の
切

枝
文

様
。

3-47《
洋

櫃
》

黒
漆

地
に

螺
鈿

で
、

鳳
凰

と
草

花
の

切
枝

文
様

。
3-50《

鏡
台

》
黒

漆
地

に
螺

鈿
と

銀
で

、
鳳

凰
と

草
花

の
文

様
。

※
い

ず
れ

も
素

地
は

木
製

、
製

作
者

銘
な

し
。

数
字

は
図

録
N

o.

3-45《
出

島
図

角
盆

》
素

地
は

木
製

、
製

作
者

銘
な

し
。

数
字

は
図

録
N

o.
螺

鈿
に

よ
る

寛
政

（0
年

（
（798）

大
火

以
前

の
出

島
図

、
上

部
に

英
語

の
蒔

絵
銘

「
T

he Island of D
esim

a in Japan」。

《
ナ

ポ
レ

オ
ン

・
ボ

ナ
パ

ル
ト

肖
像

蒔
絵

プ
ラ

ー
ク

》
木

製
額

縁
に

銅
板

の
画

面
素

地
。

製
作

者
銘

な
し

（
た

だ
し

《
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

に
準

じ
た

未
確

認
の

情
報

）。
中

段
に

蒔
絵

で
原

図
の

銘
「

BO
N

A
PA

RT
E, prem

ier Consul de la 
Republique française, le （8 brum

aire an V
II」を

表
す

。《
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

と
同

仕
様

。
螺

鈿
と

蒔
絵

の
装

飾
。

サ
ミ

ュ
エ

ル
・

ダ
ー

ビ
ー

収
集

、
ア

メ
リ

カ
向

輸
出

漆
器サ

ミ
ュ

エ
ル

・
ダ

ー
ビ

ー
収

集
、

ア
メ

リ
カ

向
輸

出
漆

器

ミ
ュ

ン
ス

タ
ー

漆
芸

美
術

館

ピ
ー

ボ
デ

ィ
・

エ
セ

ッ
ク

ス
博

物
館

ピ
ー

ボ
デ

ィ
・

エ
セ

ッ
ク

ス
博

物
館

原
図

：
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

（
（76（-（8（3）

の
肖

像
は

ア
ン

リ
・

ジ
ェ

ラ
ー

ル
（

H
enri 

Gérard （755-（835?）
画

ル
ヴ

ァ
シ

ェ
（

Charles-François-Gabriel Le V
achez 

（7??-（84（?）
彫

版
、

ホ
ー

エ
ン

リ
ン

デ
ン

戦
闘

図
は

デ
ゥ

プ
レ

ッ
シ

＝
ベ

ル
ト

ー
（

Jean 
D

uplessi-Bertaux （750?-（8（9）
画

・
彫

版
に

よ
る

銅
版

画
「

V
ictor M

oreau, général 
en chef de l'arm

ée du Rhin...」
※

ホ
ー

エ
ン

リ
ン

デ
ン

の
戦

い
の

あ
っ

た
（800

年
（2

月
以

降
、

あ
ま

り
経

過
し

な
い

時
期

の
製

作
か

。
【

吉
村

元
雄

『
在

外
日

本
の

至
宝

』
（0、

毎
日

新
聞

社
、

（98（】【
日

高
薫

「
肖

像
図

蒔
絵

プ
ラ

ー
ク

の
原

図
に

関
し

て
」『

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館
研

究
報

告
』

（25、
2006】

サ
ミ

ュ
エ

ル
・

ダ
ー

ビ
ー（

Sam
uel Gardner D

erby)船
長

の
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
号（

M
argaret）

に
よ

る
ア

メ
リ

カ
（

Salem
)へ

の
輸

出
漆

器
。

【『
日

米
交

流
の

あ
け

ぼ
の

―
黒

船
き

た
る

―
』

江
戸

東
京

博
物

館
、

（999】

サ
ミ

ュ
エ

ル
・

ダ
ー

ビ
ー

（
Sam

uel Gardner D
erby）

船
長

の
マ

ー
ガ

レ
ッ

ト
号

（
M

argaret）
に

よ
る

ア
メ

リ
カ

（
Salem

）
へ

の
輸

出
漆

器
。

【『
日

米
交

流
の

あ
け

ぼ
の

―
黒

船
き

た
る

―
』

江
戸

東
京

博
物

館
、

（999】

原
図

：
デ

ゥ
プ

レ
ッ

シ
＝

ベ
ル

ト
ー

（
Jean D

uplessi-Bertaux）
画

ル
ヴ

ァ
シ

ェ
（

Charles 
François Gabriel Le V

achez）
彫

版
の

ナ
ポ

レ
オ

ン
の

肖
像

と
、

（800
年

6
月

の
マ

レ
ン

ゴ
の

戦
闘

図
を

組
み

合
わ

せ
た

銅
版

画
「

Bonaparte, prem
ier Consul de la Republique 

française, le （8 brum
aire an V

II」
【

日
高

薫
「

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
の

原
図

に
関

し
て

」『
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

研
究

報
告

』
（25、

2006】

ミ
ュ

ン
ス

タ
ー

漆
芸

美
術

館

（802
～

享
和

2
～

《
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

銅
板

、
製

作
者

銘
な

し
。

表
：

肖
像

周
辺

ブ
ド

ウ
文

の
螺

鈿
は

毛
彫

り
の

上
か

ら
蒔

絵
。

肖
像

の
黒

い
襟

の
周

囲
は

金
貝

、
瞳

は
黒

漆
、

白
目

は
銀

、
髪

は
金

と
銀

か
。

神
戸

市
立

博
物

館
原

図
：

表
は

《
ヴ

ィ
ク

ト
ル

・
モ

ロ
ー

肖
像

図
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

の
肖

像
画

と
《

ナ
ポ

レ
オ

ン
・

ボ
ナ

パ
ル

ト
肖

像
蒔

絵
プ

ラ
ー

ク
》

の
マ

レ
ン

ゴ
の

戦
闘

図
を

組
み

合
わ

せ
て

い
る

。
裏

面
の

螺
鈿

、
蒔

絵
の

装
飾

は
非

常
に

繊
細

。
伏

彩
色

は
な

い
。

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

345

九
九

裏
：

螺
鈿

と
蒔

絵
。

地
に

平
目

粉
、

菊
は

金
貝

に
蒔

絵
、

葉
は

毛
彫

り
の

あ
と

で
磨

い
て

い
る

。
金

銀
の

切
金

。
※

表
・

裏
と

も
螺

鈿
と

蒔
絵

で
装

飾
。

（803?
享

和
3?

《
ド

ゥ
ー

フ
像

》
木

製
、

製
作

者
銘

な
し

。
肖

像
は

絵
画

。
螺

鈿
に

よ
る

唐
草

文
様

・
幾

何
学

文
様

装
飾

の
額

に
「

ド
ゥ

ー
フ

像
」（

紙
本

著
色

）
が

納
め

ら
れ

た
も

の
。

蒔
絵

銘
「

H
endrik D

oeff/ Junior O
pperhofd 

van ao （803/ T
ot A

o」。
貝

の
装

飾
は

、
赤

と
青

の
部

分
を

わ
け

て
意

識
的

に
使

用
。

伏
彩

色
は

な
し

。

旧
蔵

：
諸

色
売

込
人

川
島

家（
長

崎
）

神
戸

市
立

博
物

館

商
館

長
ヘ

ン
ド

リ
ッ

ク
・

ド
ゥ

ー
フ

（
H

endrik D
oeff （777-（835）

は
、

享
和

3
年

（
（803）

に
商

館
長

に
な

り
、文

化
（4年（

（8（7）の
離

日
ま

で
（4年

間
商

館
長

を
務

め
た

。本
作

の
銘

は
、

商
館

長
就

任
期

間
の

最
初

を
記

し
て

最
後

を
空

欄
と

し
て

い
る

た
め

、
制

作
動

機
を

商
館

長
就

任
（

（803）、
あ

る
い

は
商

館
長

宅
で

開
催

さ
れ

た
日

蘭
友

好
200

年
パ

ー
テ

ィ
ー

（
（809）

と
想

定
す

る
の

が
妥

当
か

。

（806
文

化
3

（8（3
文

化
（0

2
月

、
オ

ラ
ン

ダ
商

館
長

ヘ
ン

ド
リ

ッ
ク

・
ド

ゥ
ー

フ
が

参
府

途
中

で
青

貝
屋

に
初

め
て

注
文

。
4

月
下

旬
、

青
貝

屋
が

50
両

余
り

の
注

文
品

を
納

品
。

6
月

、
青

貝
屋

が
長

崎
に

下
り

、
出

島
出

入
り

商
人

と
な

る
。

青
貝

屋
は

こ
の

年
、出

島
在

留
の

オ
ラ

ン
ダ

人
か

ら
30貫

目
の

注
文

を
受

け
る

。

「
昨

年
彼

之
地

平
和

仕
候

趣
ニ

而
、

ア
メ

リ
カ

国
仕

出
シ

ニ
而

弐
艘

無
滞

入
津

仕
難

有
奉

存
候

、
然

ル
所

去
々

年
申

年
類

焼
之

節
卯

年
仕

入
品

物
之

内
弐

拾
三

貫
目

余
御

蔭
を

以
焼

残
り

難
有

仕
合

ニ
奉

存
候

、
右

焼
残

り
之

品
出

嶋
持

入
仕

候
所

、
昨

年
入

津
之

船
者

御
聞

及
之

通
り

ア
メ

リ
カ

仕
出

シ
船

ニ
而

模
様

向
兼

候
ニ

付
、

拾
貫

目
余

売
込

外
ニ

拾
四

貫
目

余
追

注
文

御
座

候
得

共
」

青
貝

屋

青
貝

屋

【「
奉

願
口

上
之

覚
（

青
貝

類
外

国
売

込
ノ

件
、但

末
尾

欠
）」

（
公

財
）

三
井

文
庫

本
（670

−
（9】

【〈
青

貝
屋

仕
入

銀
借

用
願

〉
（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（496-35-4】

三
井

家
は

中
野

用
助

の
名

前
で

五
ケ

所
本

商
人

に
加

わ
り

、
長

崎
貿

易
の

経
営

に
長

く
関

わ
っ

た
。

（9
世

紀
に

輸
出

漆
器

業
者

と
な

っ
た

青
貝

屋
は

、
中

野
用

助
す

な
わ

ち
三

井
家

に
資

金
を

頼
っ

た
こ

と
か

ら
、（

公
財

）
三

井
文

庫
に

大
量

の
青

貝
屋

関
係

の
文

書
が

遺
さ

れ
て

い
る

。

こ
の

年
来

航
し

た
シ

ャ
ー

ロ
ッ

ト
号

と
マ

リ
ア

号
は

、
（8（（

年
に

バ
タ

ビ
ア

の
実

権
を

握
っ

た
イ

ギ
リ

ス
の

ジ
ャ

ワ
副

総
督

ラ
ッ

フ
ル

ズ
の

命
に

よ
っ

て
派

遣
さ

れ
た

イ
ギ

リ
ス

船
で

あ
っ

た
が

、
商

館
長

ド
ゥ

ー
フ

は
そ

の
こ

と
を

日
本

側
に

は
知

ら
せ

ず
、

オ
ラ

ン
ダ

船
と

し
て

通
常

の
取

引
を

行
な

っ
た

が
、

青
貝

屋
は

こ
の

2
艘

を
ア

メ
リ

カ
傭

船
と

理
解

し
た

上
で

、
蘭

船
と

ア
メ

リ
カ

傭
船

（
実

は
イ

ギ
リ

ス
船

）
で

は
青

貝
細

工
の

模
様

に
つ

い
て

の
注

文
が

異
な

る
と

認
識

。

（8（4
文

化
（（

荷
倉

役
ヤ

ン
・

コ
ッ

ク
・

ブ
ロ

ム
ホ

フ
、

臨
時

荷
倉

役
デ

ィ
ル

ク
・

ホ
ー

ゼ
マ

ン
ら

の
青

貝
屋

へ
の

注
文

リ
ス

ト
に

〈
大

文
庫

、小
文

庫
、尺

四
寸

盆
、絵

具
箱

、
針

さ
し

、
糸

巻
箱

、
剃

刀
箱

、
茶

入
箱

銅
地

、
指

金
箱

、
た

は
こ

入
れ

、
旅

櫛
箱

、
銅

地
薬

入
、

弐
尺

銅
地

盆
、

こ
つ

ふ
台

、
筒

た
は

こ
入

〉
な

ど
が

記
載

さ
れ

る
。

受
注

：
青

貝
屋

武
右

衛
門

・
武

兵
衛

【「
阿

蘭
陀

人
注

文
覚

戌
二

月
」（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（496-42】

商
館

長
ヘ

ン
ド

リ
ッ

ク
・

ド
ゥ

ー
フ

の
参

府
年

。
※

リ
ス

ト
に

あ
る

「
筒

た
ば

こ
入

れ
」

に
近

い
と

想
定

さ
れ

る
作

例
。

《
青

貝
細

工
蘭

文
字

蒔
絵

た
ば

こ
入

れ
》

た
ば

こ
と

塩
の

博
物

館
素

地
は

銅
、

円
筒

形
、

蒔
絵

銘
「

Cr Ls D
aside」、

蓋
付

、
伏

彩
色

螺
鈿

貝
は

あ
わ

び
鳥

：
裏

に
銀

箔
、

毛
彫

り
あ

り
、

鶏
冠

に
赤

の
顔

料
梅

花
（

白
） ：

裏
銀

箔
花

（
赤

）：
赤

の
顔

料
、

花
（

黄
）：

顔
料

（8（7
文

化
（4

（8（7
文

化
（4

カ
ン

ト
ン

号
船

長
、

新
商

館
長

ヤ
ン

・
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ン

ホ
フ

ほ
か

の
青

貝
屋

へ
の

注
文

リ
ス

ト
に

〈
大

れ
つ

せ
ん

、
指

金
箱

、
小

れ
つ

せ
ん

、
常

か
る

た
箱

、
大

面
取

針
差

、
新

山
高

同
、

茶
は

こ
、

筒
た

ば
こ

入
れ

、
ぱ

ん
入

れ
、

金
縁

盆
、

大
た

ん
す

、
鳥

籠
、

角
台

針
差

、
大

絵
具

箱
、

小
形

同
道

具
入

、
角

剃
刀

箱
、

た
は

こ
入

れ
、日

月
箱

、山
高

衣
装

櫃
、弐

尺
四

寸
金

盆
、山

平
針

差
、壱

番
文

庫
、

厚
貝

入
た

は
こ

入
、

新
形

か
る

た
箱

、
船

形
し

ん
物

入
〉

な
ど

が
記

さ
れ

る
。

「
旧

冬
ゟ

職
方

何
れ

茂
手

間
人

大
勢

差
入

細
工

為
致

居
申

候
所

、
追

々
手

明
キ

ニ
相

成
候

細
工

人
も

御
座

候
ニ

付
、

外
方

へ
細

工
ニ

参
リ

候
趣

承
り

候
ニ

付
、

外
方

へ
細

工
ニ

参
リ

候
而

者
、

亦
呼

寄
セ

候
義

も
容

易
ニ

相
成

不
申

仕
入

差
支

ニ
相

成
候

」

受
注

：
青

貝
屋

武
右

衛
門

青
貝

屋
武

右
衛

門

【「
阿

蘭
陀

人
注

文
物

出
来

下
候

覚
」

（
公

財
）

三
井

文
庫

本
（495-45】

【〈
青

貝
屋

武
右

衛
門

同
武

兵
衛

資
金

借
用

願
〉（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（472-（6-（（】

オ
ラ

ン
ダ

船
フ

ラ
ウ

・
ア

ハ
タ

号
で

新
商

館
長

ヤ
ン

・
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ン

ホ
フ

（
Jan Cock 

Blom
hoff （779-（853）

が
妻

子
を

連
れ

て
来

航
、

ド
ゥ

ー
フ

は
帰

国
。

（8（7
年

の
脇

荷
勘

定
―

オ
ラ

ン
ダ

と
青

貝
屋

と
の

取
引

が
、

笹
屋

を
超

え
る

。
※

手
廻

り
の

品
は

、
翌

年
（

文
政

元
）

春
の

参
府

途
中

、
京

都
で

納
品

す
る

→
青

貝
屋

の
輸

出
漆

器
が

京
都

で
製

作
さ

れ
て

い
る

こ
と

の
傍

証
。

【
Cam

bang Reekening voor H
ollander A

o（8（7】

注
文

か
ら

納
品

ま
で

、
限

ら
れ

た
期

間
で

仕
事

を
仕

上
げ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

た
め

青
貝

屋
が

多
く

の
職

人
を

抱
え

て
い

た
様

子
が

窺
え

る
。

（8（7
文

化
（4

商
館

長
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ム

ホ
フ

初
め

て
の

参
府

。

      



美

術

研

究

四

二
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号

346

一
〇
〇

（8（8
文

政
元

（8（8
～

22
文

政
元

～
5

～
（823

～
文

政
6

「
間

宮
筑

前
守

様
御

注
文

/
一

御
カ

ウ
ク

ル
/

但
シ

絵
図

面
之

通
チ

ヤ
ン

ノ
木

拵
ニ

而
蓋

者
印

籠
口

ニ
而

銀
/

イ
ホ

ハ
シ

キ
金

蝶
番

付
蓋

其
下

之
身

共
々

三
ツ

ニ
開

キ
其

/
両

面
ヲ

菊
唐

草
ヲ

薄
肉

彫
上

ケ
ニ

仕
地

石
目

ニ
相

仕
立

」（
筒

た
ば

こ
入

れ
の

図
付

）

「
漆

職
人

が
や

っ
て

き
て

、
盆

を
検

査
し

、
将

軍
陛

下
に

ど
う

に
か

献
上

で
き

る
よ

う
に

、
脇

荷
勘

定
の

60
テ

ー
ル

で
そ

れ
を

整
備

す
る

こ
と

に
合

意
し

た
」

（
（（/29）「

漆
職

人
の

ブ
エ

モ
ン

（
青

貝
屋

武
衛

門
）

と
（0

枚
の

お
茶

の
お

盆
を

、一
枚

当
た

り
6テ

ー
ル

、す
な

わ
ち

60テ
ー

ル
で

直
す

こ
と

に
合

意
し

た
。」

（
（（/30）

《
風

景
図

に
花

鳥
蒔

絵
螺

鈿
絵

具
箱

》
蓋

付
三

段
絵

具
箱

。
素

地
は

木
製

、
黒

漆
に

蒔
絵

と
螺

鈿
、

一
部

伏
彩

色
か

。
蓋

：
中

央
の

枠
内

に
山

水
図

、上
下

に
尾

長
鳥

、左
右

に
切

枝
文

を
螺

鈿
で

装
飾

。
側

面
：

蒔
絵

と
漆

絵
？

に
よ

る
尾

長
鳥

と
切

枝
文

。
※

付
属

品
に

絵
具

（
緑

青
groen、

胡
粉

w
itte）

2
箱

。
※

文
化

（4
年

（
（8（7）「

阿
蘭

陀
人

注
文

物
出

来
下

候
覚

」
の

「
大

絵
具

箱
」

の
実

例
と

し
て

想
定

で
き

る
資

料
。

製
作

：
三

崎
代

之
助受

注
：

青
貝

屋
注

文
：

商
館

長
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ム

ホ
フ

商
館

長
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ム

ホ
フ

収
集

【『
御

用
唐

木
細

工
雛

形
』

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
】

【『
長

崎
オ

ラ
ン

ダ
商

館
長

日
記

』】

ラ
イ

デ
ン

国
立

民
族

学
博

物
館

御
用

唐
木

細
工

師
が

長
崎

奉
行

間
宮

信
興

（
文

政
元

年
4

月
28

日
補

職
、

文
政

5
年

6
月

（4
日

転
免

）
に

唐
木

細
工

の
「

筒
た

ば
こ

入
れ

」
を

献
上

。
輸

出
漆

器
を

模
し

た
国

内
向

け
の

工
芸

品
が

長
崎

で
製

作
さ

れ
た

例
。

商
館

長
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ム

ホ
フ

2
回

目
の

参
府

。
お

茶
の

盆
（

輸
出

漆
器

か
）

（0
枚

を
将

軍
に

献
上

す
る

た
め

に
青

貝
屋

に
手

直
し

を
依

頼
。

【『
長

崎
オ

ラ
ン

ダ
商

館
長

日
記

』
（0、

日
蘭

学
会

、
（999】

商
館

長
コ

ッ
ク

・
ブ

ロ
ム

ホ
フ

（
商

館
長

在
任

期
間

：
（8（7-（823）

蒐
集

目
録

 （
（826

年
）

cat448 [RV
-360-2532]

「
448. 螺

鈿
を

施
し

金
色

で
縁

取
り

し
た

黒
塗

り
の

美
し

い
絵

具
箱

（
点

。
内

外
が

互
い

に
ぴ

っ
た

り
合

う
、

仕
切

り
付

の
引

き
出

し
（

lade）
か

ら
な

り
、

そ
の

中
に

は
A

：
上

か
ら

（
番

目
の

引
き

出
し

/
各

種
の

筆
8

点
。

/
同

上
の

刷
毛

5
点

、
蝋

を
ひ

い
た

り
糊

を
塗

っ
た

り
す

る
た

め
の

も
の

。
/

鷲
の

羽
根

（
点

。
/

ス
ケ

ッ
チ

の
た

め
の

端
か

ら
端

ま
で

焦
げ

た
（

木
炭

の
よ

う
な

）
木

片
（

包
み

。
/

B：
2

番
目

の
引

き
出

し
/

緑
色

の
絵

の
具

（
箱

。
/

白
色

の
絵

の
具

同
/

金
の

油
（

包
み

。
/

銀
の

同
１

包
み

（
最

上
）。

/
銅

の
同

１
包

み
。

/
黄

色
す

な
わ

ち
雌

黄
１

片
。

/
茶

色
１

片
（

鉱
物

）。
/

１
包

み
、

中
身

は
/

黄
色

の
小

ペ
ン

5
点

/
薄

青
色

の
小

ペ
ン

5
点

/
濃

青
色

の
小

ペ
ン

5
点

/
イ

ン
ク

（
点

。
/

C：
3

番
目

の
引

き
出

し
/

磁
器

の
小

椀
6

点
。」

【『
ラ

イ
デ

ン
国

立
民

族
学

博
物

館
蔵

ブ
ロ

ム
ホ

フ
蒐

集
目

録
―

ブ
ロ

ム
ホ

フ
の

み
せ

た
か

っ
た

日
本

―
』

臨
川

書
店

、
20 （6】

～
（823

～
文

政
6

（823
文

政
6

（824
文

政
7

（826
文

政
9

青
貝

屋
の

出
島

売
込

代
は

87
貫

あ
ま

り
。

シ
ー

ボ
ル

ト
が

青
貝

屋
に

注
文

か
（

青
貝

屋
、

難
船

の
損

を
蒔

絵
物

の
注

文
で

補
う

）。

ワ
ッ

ト
・

ナ
ー

ン
チ

ー
（

W
at N

ang Chi）
の

伏
彩

色
螺

鈿
扉

（
日

本
製

輸
出

漆
器

）
の

上
限

。

青
貝

屋
武

右
衛

門

受
注

：
青

貝
屋

武
右

衛
門

【〈
青

貝
屋

武
右

衛
門

同
武

兵
衛

資
金

借
用

願
〉（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（472-（6-7】

【〈
青

貝
屋

武
右

衛
門

同
武

兵
衛

資
金

借
用

願
〉（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（472-（6-7】

新
商

館
長

デ
・

ス
テ

ュ
ル

レ
ル

（
Johan W

illem
 de Sturler （776-（855）

と
外

科
医

シ
ー

ボ
ル

ト
（

Philipp Franz von Siebold （796-（866）
来

日
。

青
貝

屋
は

8
月

（
日

に
（3

貫
目

あ
ま

り
の

荷
を

積
み

い
れ

た
金
𠮷

丸
が

平
戸

に
お

い
て

難
破

し
、

こ
の

船
の

商
品

を
す

べ
て

失
う

。

ラ
ー

マ
3

世
の

在
任

期
間

（
（824-（85（）

に
建

て
ら

れ
た

ワ
ッ

ト
・

ナ
ー

ン
チ

ー
の

拝
殿

の
側

面
に

窓
が

5
か

所
ず

つ
計

（0
か

所
、

扉
が

4
か

所
あ

り
、

建
物

の
内

部
に

面
し

た
側

に
伏

彩
色

螺
鈿

の
装

飾
が

あ
る

。

商
館

長
ス

テ
ュ

ル
レ

ル
、

外
科

医
シ

ー
ボ

ル
ト

参
府
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螺
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史
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347

一
〇
一

（826
文

政
9

《
シ

ー
ボ

ル
ト

宛
ゲ

オ
ル

ク
・

ヨ
ー

ゼ
フ

・
コ

ル
マ

ン
（

Georg Joseph 
K

ollm
ann,（796-（893）

お
よ

び
ジ

ョ
セ

フ
ィ

ー
ネ

・
コ

ル
マ

ン
書

簡
6

月
3

日
》

「
（826

年
に

な
っ

て
や

っ
と

僕
は

（823
年

に
君

が
出

し
た

手
紙

と
た

ば
こ

入
れ

を
受

け
と

り
ま

し
た

。
…

代
金

は
品

物
を

入
手

次
第

君
の

商
人

た
ち

に
送

付
し

ま
す

。
特

に
友

人
の

フ
リ

ー
デ

リ
ヒ

君
に

美
し

い
た

ば
こ

入
れ

が
ほ

し
い

の
だ

が
、ふ

た
の

内
側

に
次

の
文

字
を

刻
ま

せ
て

く
だ

さ
い

。見
本

を
つ

け
ま

す
。」

「
私

の
父

の
た

め
に

私
の

名
を

い
れ

た
た

ば
こ

入
れ

を
（

個
誂

え
て

く
だ

さ
い

ま
せ

。」
見

本
「

あ
な

た
を

敬
愛

す
る

娘
ゼ

ッ
ピ

よ
り

記
念

に
」

シ
ー

ボ
ル

ト
宛

の
依

頼
（

注
文

）

フ
ォ

ン
・

ブ
ラ

ン
デ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

家

蓋
の

内
側

に
文

字
を

入
れ

た
た

ば
こ

入
れ

を
シ

ー
ボ

ル
ト

に
注

文
。

【「
フ

ォ
ン

・
ブ

ラ
ン

デ
ン

シ
ュ

タ
イ

ン
家

所
蔵

、
（825-27

年
シ

ー
ボ

ル
ト

関
係

書
簡

の
翻

刻
な

ら
び

に
翻

訳
」『

鳴
滝

紀
要

』
（7

シ
ー

ボ
ル

ト
記

念
館

、
2007】

（826
文

政
9

《
シ

ー
ボ

ル
ト

宛
G. J.コ

ル
マ

ン
書

簡
6

月
28

日
》

「
日

本
そ

の
他

の
風

景
を

描
い

た
極

上
の

た
ば

こ
入

れ
を

今
回

は
少

な
く

と
も

6
個

誂
え

て
く

だ
さ

い
。

そ
れ

に
同

じ
く

き
れ

い
な

嗅
ぎ

た
ば

こ
入

れ
も

（2
個

で
、

合
計

（8
個

、
み

な
ふ

た
の

内
側

に
僕

の
手

書
き

文
様

（
見

本
を

つ
け

て
お

き
ま

す
）

を
入

れ
て

ほ
し

い
の

で
す

」

シ
ー

ボ
ル

ト
宛

の
依

頼
（

注
文

）

フ
ォ

ン
・

ブ
ラ

ン
デ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

家

「
日

本
そ

の
他

の
風

景
を

描
い

た
極

上
の

た
ば

こ
入

れ
」

と
「

嗅
ぎ

た
ば

こ
入

れ
」

を
シ

ー
ボ

ル
ト

に
注

文
。

【 「
フ

ォ
ン

・
ブ

ラ
ン

デ
ン

シ
ュ

タ
イ

ン
家

所
蔵

、
（825-27

年
シ

ー
ボ

ル
ト

関
係

書
簡

の
翻

刻
な

ら
び

に
翻

訳
」『

鳴
滝

紀
要

（7』
シ

ー
ボ

ル
ト

記
念

館
、

2007】

～
（829

～
文

政
（2

《
バ

ル
テ

ル
肖

像
螺

鈿
嗅

ぎ
た

ば
こ

入
れ

》
素

地
は

木
製

。
円

形
の

印
籠

蓋
造

の
合

子
。

合
口

部
が

内
に

す
ぼ

ま
っ

た
形

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
嗅

た
ば

こ
入

れ
と

同
じ

形
式

） 。
表

面
に

黒
漆

、
内

側
は

詰
梨

地
。

蓋
と

身
の

側
面

に
金

蒔
絵

の
線

。
蓋

表
は

銀
梨

地
に

螺
鈿

で
縁

取
り

。
肖

像
は

螺
鈿

。
伏

彩
色

は
錫

箔
？

胡
粉

？
に

墨
線

。
《

シ
ー

ボ
ル

ト
妻

子
像

螺
鈿

嗅
ぎ

た
ば

こ
入

れ
》

と
同

形
式

の
合

子
で

、
同

時
期

に
製

作
さ

れ
た

と
想

定
さ

れ
る

。
シ

ー
ボ

ル
ト

が
自

身
で

持
ち

帰
っ

た
と

さ
れ

る
が

根
拠

不
明

。
【『

海
の

シ
ル

ク
ロ

ー
ド

』
神

戸
市

立
博

物
館

、
（982】【『

日
本

・
オ

ラ
ン

ダ
修

好
380

年
記

念
シ

ー
ボ

ル
ト

と
日

本
』

東
京

国
立

博
物

館
他

、
（988】【『

日
本

の
美

術
』

427、
至

文
堂

、
200 （】

ラ
イ

デ
ン

国
立

民
族

学
博

物
館

原
図

：
シ

ー
ボ

ル
ト

の
伯

父
ヨ

ハ
ン

＝
バ

ル
ト

ロ
メ

ウ
ス

（
Johann Bartholom

äus 
(Barthel) von Siebold

（774-（8（4）
の

肖
像

画
。

フ
ォ

ン
・

ブ
ラ

ン
デ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

家
蔵※

《
青

貝
細

工
ヴ

ィ
ー

ナ
ス

に
ア

モ
ー

ル
図

煙
草

入
れ

》
神

戸
市

立
博

物
館

ヴ
ィ

ー
ナ

ス
像

の
部

分
の

裏
は

銀
箔

に
墨

線
。

本
作

例
は

、
銀

箔
？

錫
箔

？
あ

る
い

は
胡

粉
の

い
ず

れ
が

使
用

さ
れ

て
い

る
の

か
要

検
討

。
【『

ブ
ラ

ン
デ

ン
シ

ュ
タ

イ
ン

＝
ツ

ュ
ッ

ペ
リ

ン
家

所
蔵

シ
ー

ボ
ル

ト
生

誕
200

周
年

記
念

特
別

展
シ

ー
ボ

ル
ト

家
の

200
年

展
』

シ
ー

ボ
ル

ト
記

念
館

、
（996】

（828
文

政
（（

（ 829
文

政
（2

（829
文

政
（2

「（
武

右
衛

門
か

ら
買

っ
た

）
煙

草
入

れ
、

丸
い

テ
ー

ブ
ル

、
茶

箱
、

イ
ン

ク
入

れ
の

筒
、

箱
、

道
具

箱
、

読
書

机
、

ボ
タ

ン
入

れ
、

パ
ン

を
入

れ
る

鉢
、

本
棚

、
鳥

籠
、

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

の
箱

、
ス

プ
ー

ン
入

れ
、

髭
剃

り
道

具
箱

、
茶

箱
、

丸
い

嗅
ぎ

煙
草

入
れ

」「（
武

右
衛

門
か

ら
買

っ
た

）
バ

ラ
の

花
束

、
螺

鈿
の

煙
草

入
れ

」「（
武

右
衛

門
か

ら
買

っ
た

）
日

本
の

風
景

、
螺

鈿
の

嗅
ぎ

煙
草

入
れ

」

受
注

：
青

貝
屋

（
武

右
衛

門
）

【『
商

館
長

日
記

』】

シ
ー

ボ
ル

ト
事

件
。

シ
ー

ボ
ル

ト
退

去
。

青
貝

屋
の

螺
鈿

製
品

を
具

体
的

に
示

す
記

述
「

バ
ラ

の
花

束
文

螺
鈿

煙
草

入
れ

」「
日

本
風

景
図

螺
鈿

嗅
ぎ

煙
草

入
れ

」
【
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 : 6998-（-8（-（7). （829
年

2
月

（4
日

、
（8

日
、

2（
日

】

（829
文

政
（2

『
注

文
物

渡
帳

』
に

〈
た

は
こ

入
れ

、鼻
た

は
こ

入
、琴

形
同

、書
棚

、紙
入

文
庫

、
小

盆
、

紙
入

文
庫

、
燭

台
、

外
科

箱
、

ブ
リ

ツ
キ

文
庫

、
大

と
つ

せ
ん

、
台

針
差

、
日

本
鏡

立
、

櫛
道

具
入

、
鏡

入
、

弁
当

、
剃

刀
箱

〉
な

ど
。

注
文

：
シ

ー
ボ

ル
ト受

注
：

青
貝

屋
【「

注
文

物
渡

帳
」】

表
紙

に
「

丑
七

月
/ 注

文
物

渡
帳

/ し
い

ほ
る

と
青

貝
屋

」
と

あ
り

、
シ

ー
ボ

ル
ト

が
青

貝
屋

に
発

注
し

た
商

品
の

納
品

書
と

考
え

ら
れ

る
も

の
。

別
に

「
覚

」
の

リ
ス

ト
が

付
属

す
る

。
【「

漆
工

師
青

貝
屋

武
右

衛
門

の
注

文
帳

」『
新

・
シ

ー
ボ

ル
ト

研
究

2』
八

坂
書

房
、

2003】

      



美

術

研

究

四

二

七

号

348

一
〇
二

（830
天

保
元

（《
シ

ー
ボ

ル
ト

妻
子

像
螺

鈿
嗅

ぎ
た

ば
こ

入
れ

》
素

地
は

木
製

ロ
ク

ロ
び

き
、

合
口

部
が

内
に

す
ぼ

ま
っ

た
形

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
嗅

た
ば

こ
入

れ
と

同
じ

形
式

）、合
口

の
銀

梨
地

の
ほ

か
は

黒
漆

、伏
彩

色
螺

鈿
。

シ
ー

ボ
ル

ト
の

妻
た

き
が

シ
ー

ボ
ル

ト
帰

国
後

に
注

文
し

て
作

ら
せ

て
シ

ー
ボ

ル
ト

に
送

っ
た

も
の

。
シ

ー
ボ

ル
ト

が
（859

年
に

再
来

日
し

た
際

に
妻

子
に

手
渡

し
、

そ
の

後
楠

本
家

か
ら

長
崎

市
に

寄
贈

さ
れ

た
。

蓋
表

（
た

き
） ：

修
理

有
：

黒
漆

線
の

上
書

は
後

補
か

。
蓋

裏
（

い
ね

）：
修

理
な

し
。

2《
い

ね
肖

像
螺

鈿
嗅

ぎ
た

ば
こ

入
れ

》
素

地
は

木
製

ろ
く

ろ
び

き
、

合
口

部
が

内
に

す
ぼ

ま
っ

た
形

（
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
嗅

た
ば

こ
入

れ
と

同
じ

形
式

）、
伏

彩
色

螺
鈿

。
た

き
が

シ
ー

ボ
ル

ト
の

母
親

に
贈

っ
た

も
の

。
蓋

表
：

い
ね

の
肖

像
を

正
方

形
の

螺
鈿

の
細

い
枠

で
囲

む
。

枠
の

外
側

は
銀

梨
地

、
内

側
は

黒
漆

。
い

ね
の

顔
の

右
半

分
（

画
面

左
）

が
大

き
く

欠
失

。

発
注

：
シ

ー
ボ

ル
ト

の
妻

た
き

１
シ

ー
ボ

ル
ト

記
念

館
2

ラ
イ

デ
ン

国
立

民
族

学
博

物
館

い
ね

原
図

：「
い

ね
肖

像
画

」
フ

ォ
ン

・
ブ

ラ
ン

デ
ン

シ
ュ

タ
イ

ン
家

蔵
「

タ
キ

か
ら

シ
ー

ボ
ル

ト
宛

書
簡

」
ベ

ル
リ

ン
日

本
協

会
蔵

天
保

元
年

（
（830）

（（
月

（5
日

付
「

あ
な

た
の

母
様

と
あ

な
た

様
に

か
ぎ

た
ば

こ
入

夫
々

一
つ

づ
つ

差
上

げ
ま

す
。

母
様

へ
の

は
オ

イ
ネ

の
像

、
あ

な
た

へ
の

は
私

と
お

い
ね

像
を

よ
く

描
か

せ
ま

し
た

。」
天

保
2

年
（

（83（）
（0

月
24

日
付

「
は

な
た

は
こ

入
に

お
い

ね
わ

も
し

の
画

を
し

る
し

お
く

ら
せ

ま
い

ら
せ

候
間

よ
く

よ
く

御
ら

ん
い

ね
の

え
つ

付
候

方
は

か
ゝ

様
へ

進
じ

ま
い

ら
せ

候
わ

も
し

の
え

つ
付

候
方

は
お

前
様

へ
進

し
ま

い
ら

せ
候

」
※

シ
ー

ボ
ル

ト
が

持
ち

帰
っ

た
と

す
る

作
品

解
説

が
散

見
さ

れ
る

が
、

上
記

書
簡

よ
り

シ
ー

ボ
ル

ト
の

妻
た

き
が

発
注

し
て

送
っ

た
こ

と
が

知
ら

れ
る

。
シ

ー
ボ

ル
ト

と
の

関
係

が
資

料
で

確
認

で
き

る
青

貝
屋

（
京

都
）

か
、

肖
像

画
の

画
風

か
ら

長
崎

の
画

家
が

関
与

し
や

す
い

長
崎

で
製

作
し

た
も

の
か

、
判

断
に

迷
う

。《
フ

リ
ー

ド
リ

ヒ
2

世
肖

像
図

プ
ラ

ケ
ッ

ト
》

か
ら

進
ん

だ
写

実
的

な
表

現
の

伏
彩

色
螺

鈿
の

先
駆

例
と

位
置

づ
け

て
も

よ
い

も
の

か
。

【『
海

の
シ

ル
ク

ロ
ー

ド
』

神
戸

市
立

博
物

館
、

（982】

（83（
天

保
2

（832
天

保
3

（840
天

保
（（

《
亀

山
焼

青
貝

入
漆

塗
五

段
重

》
磁

器
に

黒
漆

と
螺

鈿
で

装
飾

、
伏

彩
色

な
し

。
段

重
内

側
に

は
、鯉

・
川

蝦
・

鮒
な

ど
川

魚
5

種
と

水
藻

の
染

付
文

様
を

配
す

る
。

同
様

の
文

様
の

亀
山

焼
（

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
蔵

）
に

天
保

3
年

の
銘

あ
り

。
箱

書
：

蓋
表

「
外

黒
塗

蝋
色

青
貝

松
葉

模
様

五
段

蓋
物

一
組

/
徳

岡
」

蓋
裏

「
天

保
二

年
/

卯
正

月
調

之
」

「
連

年
損

毛
打

続
候

末
之

儀
ニ

付
、

是
迄

之
姿

ニ
而

者
相

続
難

相
成

候
ニ

付
、

当
二

月
長

崎
宅

内
中

町
迄

逼
塞

仕
候

而
、

此
節

上
京

仕
候

京
宅

も
当

節
逼

塞
仕

候
ニ

付
…

」

「
兼

而
塗

り
物

商
売

明
キ

株
御

座
候

処
、

近
年

長
崎

会
所

銀
繰

り
宜

敷
相

成
候

ニ
付

而
者

、
七

八
年

以
前

 追
々

同
商

売
仲

ケ
間

三
四

件
茂

相
増

、
右

ニ
付

通
詞

役
人

ニ
内

縁
有

之
候

者
茂

御
座

候
而

、
兎

角
商

売
す

じ
ニ

依
怙

贔
屓

之
沙

汰
御

座
候

」

亀
山

焼
・

国
内

向

青
貝

屋

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

【「
奉

願
候

口
上

書
」

（
公

財
）

三
井

文
庫

別
（354

−
5】

【〈
青

貝
屋

龍
助

長
崎

売
込

残
り

品
物

一
条

ニ
付

口
上

書
〉（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（498
−

（2
−

5】

天
保

2
年

正
月

に
大

国
町

（
長

崎
）

の
乙

名
「

徳
岡

」（
6

代
目

勇
之

丞
か

）
が

注
文

。
伏

彩
色

は
な

い
。

陶
磁

器
に

螺
鈿

加
飾

す
る

先
行

例
か

。
※

《
青

貝
細

工
花

鳥
文

色
絵

磁
器

四
段

重
》

神
戸

市
立

博
物

館
磁

器
に

黒
漆

、
伏

彩
色

螺
鈿

、
毛

彫
り

あ
り

。

青
貝

屋
は

、
長

崎
・

京
都

の
両

家
と

も
逼

塞
。

※
長

崎
の

業
者

の
参

入
青

貝
屋

が
立

ち
行

か
な

く
な

っ
た

最
大

の
要

因
は

天
保

（（
年

頃
以

降
に

長
崎

の
業

者
が

参
入

し
た

こ
と

に
あ

っ
た

。
新

株
出

入
り

の
内

、
尾

道
屋

次
郎

太
は

大
通

詞
楢

林
鉄

之
助

の
内

縁
、

嘉
納

屋
善

次
は

小
通

詞
岩

瀬
弥

七
郎

と
本

木
品

蔵
の

内
縁

、
松

屋
與

兵
衛

は
通

詞
達

の
世

話
を

す
る

立
場

の
人

物
で

、
通

詞
か

ら
オ

ラ
ン

ダ
人

た
ち

へ
の

取
持

が
あ

っ
た

と
い

う
。

（840
天

保
（（

（ 84（
～

78
天

保
（2

～
明

治
（（

「
外

交
多

端
の

天
保

年
間

を
過

ぎ
て

弘
化

に
至

り
稍

や
宇

内
の

擾
乱

下
火

に
傾

き
し

か
の

時
よ

り
貿

易
の

趨
勢

も
随

っ
て

ツ
て

順
境

に
復

し
し

来
り

漆
器

も
亦

た
製

作
を

再
び

す
る

に
至

り
…

」「
有

力
な

る
漆

器
業

者
と

し
て

豊
後

町
の

尾
道

屋
（

尾
道

八
郎

氏
）

袋
町

の
松

屋
（

石
崎

太
兵

衛
）

銅
座

の
江

上
（

奥
助

氏
）

東
浜

町
の

品
川

（
徳

三
郎

氏
）

等
は

奮
励

唱
道

し
て

…
」

《
花

鳥
螺

鈿
蔵

春
亭

瓶
入

箱
》

箱
の

素
地

は
木

製
、

い
ず

れ
も

伏
彩

色
螺

鈿
。

（
瓶

蓋
上

に
「

蔵
春

亭
三

保
造

」
銘

の
あ

る
色

絵
角

瓶
2

本
が

納
め

ら
れ

た
蓋

付
箱

。

「
蔵

春
亭

」
有

田
磁

器
と

伏
彩

色
螺

鈿
漆

器
の

組
み

合

『
沿

革
史

』

（
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

2
ミ

ュ
ン

ス
タ

ー
漆

芸
美

術
館

・
東

※
青

貝
屋

、
笹

屋
と

も
に

天
保

年
間

も
輸

出
漆

器
商

と
し

て
商

売
を

継
続

し
て

い
る

。
弘

化
年

間
の

有
力

漆
器

業
者

と
し

て
名

前
の

上
が

る
豊

後
町

尾
道

屋
（

尾
道

八
郎

）、
袋

町
松

屋
（

石
崎

太
兵

衛
）

が
天

保
（（

年
に

新
規

参
入

し
た

業
者

か
。

天
保

（2
年

、
有

田
の

商
人

久
富

与
次

兵
衛

昌
保

（
？

- （878）
は

オ
ラ

ン
ダ

貿
易

を
再

開
。

翌
年

に
は

佐
賀

藩
か

ら
輸

出
向

け
有

田
焼

の
独

占
販

売
権

「
鑑

札
」

を
得

て
、

長
崎

出
島

に
支

店
を

設
け

た
。「

蔵
春

亭
」

は
佐

賀
藩

主
か

ら
与

え
ら

れ
た

屋
号

。「
三

保
」

は
昌

保
の

号
「

山
畝

」
と

通
音

。
「

蔵
春

亭
三

保
」

銘
の

製
作

年
は

天
保

（2（
（84（）

-明
治

（（（
（878）。

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

349

一
〇
三

2
瓶

蓋
上

に
「

蔵
春

亭
三

保
造

」
銘

の
あ

る
色

絵
の

6
弁

花
形

瓶
（

東
博

は
瓶

が
3

本
）

が
納

め
ら

れ
た

蓋
付

箱
。（

蓋
は

上
と

左
右

に
開

く
）。

3瓶
底

に「
蔵

春
亭

三
保

造
」銘

の
あ

る
色

絵
角

瓶
4本

が
納

め
ら

れ
た

蓋
付

箱
。

わ
せ

作
例

京
国

立
博

物
館

3
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

【
鈴

田
由

紀
夫

「
明

治
有

田
の

変
遷

―
銘

款
を

中
心

と
し

て
―

」『
有

田
焼

創
業

四
百

年
記

念
明

治
有

田
超

絶
の

美
万

国
博

覧
会

の
時

代
論

考
集

』
西

日
本

新
聞

社
、

20（5】【『
明

治
維

新
（50

年
記

念
展

幕
末

明
治

有
田

の
豪

商
―

蔵
春

亭
と

肥
碟

山
信

甫
―

』
佐

賀
県

立
九

州
陶

磁
文

化
館

、
20（8】【

東
京

国
立

博
物

館
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
】

参
考

（844
天

保
（5

（844
弘

化
元

（845
弘

化
2

「
松

尾
政

治
あ

り
八

幡
町

に
住

し
て

元
は

長
崎

陶
山

（
亀

山
）

の
画

工
た

り
し

が
後

ち
青

貝
細

工
に

志
し

て
遂

に
其

一
派

を
施

し
た

る
が

其
功

績
ま

た
視

る
べ

き
も

の
あ

り
た

る
」

商
館

長
が

商
品

を
注

文
す

る
「

定
式

出
入

商
人

」
と

し
て

「
青

貝
師

木
屋

町
松

原
下

ル
青

貝
屋

武
右

衛
門

」
「

塗
り

物
金

も
の

類
三

条
河

原
町

西
へ

入
笹

屋
勘

助
」

「
早

速
大

坂
船

問
屋

江
積

下
し

諸
向

紅
毛

行
之

出
荷

物
在

之
候

ハ
ゝ

積
合

、早
々

差
下

し
候

様
申

遣
し

候
處

、
幸

ひ
こ

ん
ふ

ら
笹

屋
叶

屋
之

荷
物

何
れ

も
紅

毛
注

文
之

荷
物

ニ
有

之
候

ニ
付

、
三

百
六

拾
石

積
之

船
借

入
候

而
、

積
合

可
仕

旨
申

越
候

ニ
付

…
」

「
去

夏
入

津
渡

来
之

脇
荷

物
掛

り
ビ

ツ
ケ

ル
と

申
紅

毛
人

出
帆

之
砌

･･･
無

難
入

津
ニ

相
成

、
品

々
出

嶋
江

持
入

シ
候

處
、

右
ビ

ツ
ケ

ル
儀

者
昨

年
入

津
仕

候
本

国
船

と
何

角
訳

ケ
合

御
座

候
趣

ニ
而

、右
同

人
儀

於
彼

地
差

留
メ

ニ
相

成
候

、
依

之
渡

海
無

御
座

、
右

代
り

と
し

て
デ

ル
ブ

ラ
ツ

ト
と

申
紅

毛
人

渡
来

仕
候

、
右

ニ
付

前
年

注
文

之
品

々
早

速
為

相
見

申
候

所
、

右
デ

ル
ブ

ラ
ツ

ト
儀

者
花

鳥
草

花
之

模
様

相
好

申
候

、
尤

先
役

ヒ
ツ

ケ
ル

儀
者

山
水

模
様

相
好

而
、

何
品

ニ
不

寄
多

分
山

水
模

様
ニ

相
成

り
御

座
候

ニ
付

、
彼

是
故

障
被

申
立

候
･･･」

松
尾

政
治

青
貝

屋
笹

屋

青
貝

屋
武

右
衛

門

青
貝

屋
武

右
衛

門

『
沿

革
史

』

【『
御

用
留

日
記

』
「

阿
蘭

陀
宿

村
上

家
文

書
N

o. （4」
神

戸
市

立
博

物
館

】

【「
青

貝
屋

武
右

衛
門

殿
取

替
銀

相
談

覚
…

」（
公

財
）

三
井

文
庫

本
（038-

（】

【「
青

貝
屋

武
右

衛
門

殿
取

替
銀

相
談

覚
…

」（
公

財
）

三
井

文
庫

本
（038-

（】

松
尾

政
治

（
安

政
5

年
没

）
は

亀
山

焼
と

伏
彩

色
漆

器
を

結
び

つ
け

る
人

物
か

。

青
貝

屋
、

笹
屋

と
も

に
天

保
年

間
も

輸
出

漆
器

商
と

し
て

商
売

を
継

続
し

て
い

る
。（

天
保

（0
年

、
嘉

永
3

年
に

も
同

様
の

記
載

）

青
貝

屋
は

紅
毛

行
の

品
物

を
大

坂
の

船
問

屋
で

他
の

業
者

の
紅

毛
注

文
の

品
と

積
み

相
に

し
、

そ
の

相
手

は
笹

屋
と

叶
屋

と
あ

る
。

こ
の

記
述

は
、

青
貝

屋
の

み
な

ら
ず

笹
屋

に
つ

い
て

も
、

輸
出

用
の

漆
器

の
製

作
が

こ
の

時
期

に
お

い
て

も
京

都
に

お
い

て
行

わ
れ

、
製

品
を

長
崎

へ
積

み
下

し
た

と
判

断
す

る
ひ

と
つ

の
論

拠
と

な
る

。

天
保

（0
年

（
（839）

か
ら

オ
ラ

ン
ダ

船
の

脇
荷

物
掛

を
勤

め
て

い
た

ビ
ツ

ケ
ル

が
、

弘
化

元
年

夏
入

津
に

あ
た

っ
て

本
国

船
と

の
間

で
ト

ラ
ブ

ル
が

あ
り

、弘
化

２
年

夏
の

オ
ラ

ン
ダ

船
は

、
デ

ル
ブ

ラ
ツ

ト
が

脇
荷

物
掛

と
し

て
渡

来
。

ビ
ツ

ケ
ル

が
前

年
注

文
し

た
品

は
す

べ
て

山
水

模
様

で
あ

っ
た

が
、

デ
ル

ブ
ラ

ツ
ト

は
花

鳥
の

模
様

が
好

み
で

、
青

貝
蒔

絵
物

か
ら

屏
風

や
焼

物
に

至
る

ま
で

花
鳥

草
花

の
模

様
柄

で
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
、

青
貝

屋
は

山
水

模
様

の
品

物
の

多
く

が
売

れ
残

り
、

結
局

塗
り

直
し

を
す

る
他

な
い

と
判

断
し

て
、

長
崎

ま
で

積
み

下
し

た
商

品
を

京
都

に
送

り
返

す
。

（845
弘

化
2

（845
弘

化
2

〈
た

ば
こ

入
れ

、
鼻

煙
草

入
、

筒
煙

草
入

、
大

さ
じ

入
、

小
さ

じ
入

、
イ

印
台

針
さ

し
、

盆
付

台
針

さ
し

、
新

亀
甲

形
針

差
、

布
袋

形
針

さ
し

、
大

茶
箱

、
中

茶
箱

、
日

月
箱

、
大

々
ひ

い
な

ん
、

大
か

る
た

箱
、

大
れ

つ
せ

ん
、

小
れ

つ
せ

ん
、

平
れ

つ
せ

ん
〉

な
ど

3 （
種

の
品

名
と

数
量

、
代

価
の

リ
ス

ト
。

〈
大

簞
笥

、
イ

印
針

さ
し

、
大

丸
飯

台
、

大
れ

つ
せ

ん
、

小
同

、
丸

タ
ア

フ
ル

、
角

見
台

、
巻

煙
草

入
〉

青
貝

屋
龍

助
・

青
貝

屋
武

右
衛

門

青
貝

屋
龍

助
・

青
貝

屋
武

右
衛

門

【「
蔵

囲
ひ

品
物

御
届

帳
」（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（679-
4】

【「
午

春
注

文
物

銀
高

御
届

帳
」（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（679-5】

売
れ

残
っ

た
た

め
長

崎
で

蔵
囲

い
と

な
っ

た
輸

出
漆

器
の

リ
ス

ト
。

弘
化

3
年

春
の

た
め

の
新

商
館

長
と

オ
ラ

ン
ダ

人
の

注
文

リ
ス

ト
。

（848
嘉

永
元

「
唐

商
共

江
売

込
候

品
之

儀
は

、
前

々
よ

り
仕

来
有

之
事

に
候

得
共

、
青

貝
細

工
物

之
儀

は
唐

商
共

古
来

よ
り

相
好

み
候

品
ニ

も
無

之
処

、
近

来
多

分
之

注
文

有
之

候
よ

う
、

利
欲

に
耽

り
、

対
談

取
極

置
候

儀
を

も
令

忘
却

、
細

物
屋

一
手

に
限

り
候

様
心

得
違

致
、

阮
に

此
の

度
、

金
具

屋
を

相
手

取
、

及
出

訴
候

次
第

に
至

候
へ

は
、畢

竟
手

軽
之

品
ニ

付
（

中
略

）
細

物
江

青
貝

細
工

相
好

候
節

は
、

細
物

屋
に

て
い

た
し

、
金

物
に

青
貝

細
工

相
好

候
節

は
、

金
具

屋
に

而
い

た
し

、
右

に
准

し
、

遠
眼

鏡
又

は
方

針
屋

等
、

其
外

何
に

寄
す

、
売

込
之

品
江

青
貝

採
色

相
重

候
は

ゝ
、

唐
人

屋
敷

売
込

人
分

は
、

何
れ

も
、

青
貝

付
売

込
候

と
も

、
差

障
り

申
間

敷
、

相
互

手
広

く
渡

世
可

致
事

」

【『
寄

合
町

諸
事

書
上

控
帳

』
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

】

近
年

、
唐

人
屋

敷
の

商
人

と
の

取
引

が
増

え
て

き
た

青
貝

細
工

に
つ

い
て

、
細

物
屋

（
小

間
物

屋
、

笹
屋

や
青

貝
屋

な
ど

の
商

人
を

指
す

と
考

え
ら

れ
る

）
が

独
占

販
売

の
権

利
を

主
張

し
た

と
こ

ろ
認

め
ら

れ
ず

、
金

具
屋

、
遠

眼
鏡

又
は

方
針

屋
等

、
長

崎
の

工
芸

商
が

そ
れ

ぞ
れ

青
貝

加
飾

し
て

貿
易

す
る

実
態

を
示

す
。

※
長

崎
製

の
伏

彩
色

螺
鈿

製
品

が
中

国
商

人
の

手
を

経
て

輸
出

さ
れ

て
い

る
。

タ
イ

へ
の

輸
出

漆
器

の
経

路
と

考
え

ら
れ

る
か

。
【『

日
本

都
市

生
活

資
料

集
成

』
6、

学
習

研
究

社
、

（975】

      



美

術

研

究

四

二

七

号

350

一
〇
四

（849
嘉

永
2

（849
嘉

永
2

（850
嘉

永
3

「
昨

年
デ

ル
ブ

ラ
ツ

ト
年

限
ニ

而
不

都
合

成
ル

売
込

と
ハ

乍
申

、
此

度
デ

ヲ
ロ

フ
并

ニ
紅

毛
人

注
文

物
請

負
仕

品
物

相
揃

不
申

相
断

候
而

者
、

出
嶋

出
入

仕
候

簾
茂

相
立

不
申

」

《
西

洋
紋

章
入

螺
鈿

嗅
ぎ

煙
草

入
》

素
地

は
木

製
？

、
総

体
黒

漆
、

蓋
表

は
青

と
赤

の
伏

彩
色

、
蓋

裏
に

紡
錘

形
の

草
花

文
様

を
表

し
そ

の
内

側
に

金
蒔

絵
で

銘
、

身
の

底
に

伏
彩

色
の

な
い

楼
閣

山
水

文
様

。
内

部
に

蒔
絵

で「
出

島
の

記
念

に
（849年

（（月
3日

D
r O

tto M
ohnike」（

原
文

は
オ

ラ
ン

ダ
語

か
）。

【
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

】

「
嘉

永
三

年
の

頃
よ

り
浅

田
（

長
蔵

）
三

田
村

（
太

兵
衛

）
等

の
諸

氏
十

二
名

も
亦

た
其

筋
の

特
許

を
得

て
長

崎
の

出
嶋

に
商

館
を

新
設

し
初

め
て

民
間

貿
易

の
端

緒
を

開
き

各
種

製
作

製
品

の
貿

易
に

従
事

し
た

る
」

青
貝

屋
龍

助

浅
田

屋
長

蔵

【〈
青

貝
屋

龍
助

仕
入

元
手

銀
拝

借
願

〉
（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（498-（2-2】

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館

前
年

の
脇

荷
物

掛
デ

ル
ブ

ラ
ッ

ト
は

帰
帆

の
際

大
風

に
あ

い
400

貫
の

損
失

を
出

し
て

脇
荷

物
掛

を
解

任
さ

れ
、

こ
の

年
は

デ
ヲ

ロ
フ

に
変

更
。

※
青

貝
屋

は
オ

ラ
ン

ダ
商

売
に

お
い

て
契

約
不

履
行

に
陥

る
。

オ
ッ

ト
ー

・
モ

ー
ニ

ッ
ケ

（
O

tto Gottlieb Johann M
ohnike （8（4-87）

は
ド

イ
ツ

の
医

師
。

日
本

に
牛

痘
苗

を
も

た
ら

し
、

日
本

の
天

然
痘

の
予

防
に

貢
献

し
た

。

『
青

貝
蒔

絵
雛

形
控

』（
安

政
3

年
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

）
を

所
蔵

し
て

い
た

浅
田

屋
が

出
島

に
商

館
を

新
設

し
貿

易
に

従
事

し
始

め
る

。
【

林
虎

松
編

『
著

名
物

産
長

崎
漆

器
沿

革
史

』
丸

一
家

具
合

資
会

社
、

（903】

（85（
嘉

永
4

（85（
嘉

永
4

《
猿

の
脚

付
黒

漆
螺

鈿
花

鳥
図

テ
ー

ブ
ル

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

、
脚

は
猿

の
作

り
物

。
（85（

年
の

ロ
ン

ド
ン

万
国

博
覧

会
出

品
の

本
作

を
デ

ボ
ン

シ
ャ

ー
卿

（
D

uke of D
evonshire （790-

（858）
が

購
入

。
【

Sotheby ’s CH
A

T
SW

O
RT

H
: T

H
E A

T
T

IC SA
LE 05 O

CT
O

BER 
20（0-07 O

CT
O

BER 20（0】

ロ
ン

ド
ン

で
万

国
博

覧
会

が
開

催
さ

れ
る

。
日

本
は

国
と

し
て

出
品

し
て

い
な

い
が

、
‘

H
O

N
O

U
RA

BLE M
EN

T
IO

N
S（

公
式

記
録

）’
の‘

O
BJECT

S REW
A

RD
ED

’
に

‘
Japanned w

are’ の
記

載
が

あ
る

。
【

Exhibition of the W
orks of Industry of A

ll N
ations, （85（: reports by the juries 

on the subjects in the thirty classes into w
hich the Exhibition w

as divided, 
Spicer Brothers, （852】

落
合

與
惣

治
（

素
行

（830-85）
の

経
歴

に
、「

人
物

花
鳥

魚
貝

な
ど

の
類

に
妙

を
得

、
油

絵
を

描
き

、
外

人
の

需
め

に
応

じ
て

本
邦

の
動

物
を

描
き

ま
た

は
模

造
し

て
そ

の
業

と
し

、
漆

器
を

博
覧

会
な

ど
に

出
陳

」
と

あ
る

。
猿

の
作

り
物

の
脚

と
関

係
す

る
か

？
【

林
虎

松
編

『
著

名
物

産
長

崎
漆

器
沿

革
史

』
丸

一
家

具
合

資
会

社
、

（903】

（85（
嘉

永
4

（85（
嘉

永
4

《
花

鳥
螺

鈿
裁

縫
机

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

、
蒔

貝
の

土
坡

、
花

は
伏

彩
色

、
孔

雀
は

な
し

。
正

方
形

の
切

貝
が

桜
・

牡
丹

の
枝

に
沿

っ
て

数
列

か
た

め
て

並
べ

ら
れ

る
。

蒔
絵

銘
「

A
an m

ijn beste vriende/ G. V
. M

/ N
agasakki, （85（/ V

an 
M

aanen」。
【

中
尾

優
衣

「
蒔

絵
技

法
か

ら
伏

彩
色

螺
鈿

技
法

へ
の

移
行

（9
世

紀
前

半
に

お
け

る
「

長
崎

青
貝

細
工

」
の

制
作

に
つ

い
て

」『
京

都
国

立
近

代
美

術
館

研
究

紀
要

』
（、

2008】

青
貝

屋
龍

助

東
京

国
立

博
物

館

【
青

貝
屋

武
右

衛
門

方
仕

法
書

（
中

野
用

助
）（

公
財

）
三

井
文

庫
本

（670-
20】

V
an M

aanen
は

（85（
年

の
オ

ラ
ン

ダ
船

（
ヨ

ア
ン

ナ
号

）
乗

組
員

。
※

た
だ

し
「

N
agasakki」

銘
は

必
ず

し
も

長
崎

製
を

示
さ

な
い

。

青
貝

屋
（

龍
助

）
が

オ
ラ

ン
ダ

商
売

の
株

を
失

う
。

こ
れ

以
降

に
登

場
す

る
「

青
貝

屋
民

助
」

は
中

野
用

助
配

下
の

半
田

民
助

（
長

崎
の

業
者

）。

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

351

一
〇
五

（85（
嘉

永
4

（853
嘉

永
6

ワ
ッ

ト
・

ナ
ー

ン
チ

ー
（

W
at N

ang Chi）
伏

彩
色

螺
鈿

扉
の

下
限

。

「
御

店
様

之
御

蔭
ヲ

以
愚

父
 紅

毛
商

売
仕

候
処

、
終

ニ
者

従
御

店
様

莫
大

之
御

忍
借

ニ
相

成
厳

敷
蒙

御
呵

り
重

々
奉

恐
入

候
、

随
而

右
御

銀
御

返
上

仕
候

手
立

茂
無

御
座

候
ニ

付
、

出
嶋

出
入

株
并

長
崎

居
宅

御
引

取
被

為
成

下
候

様
御

歎
願

奉
申

上
候

」

青
貝

屋
龍

助

【〈
青

貝
屋

龍
助

合
力

銀
請

取
ニ

付
礼

証
文

〉（
公

財
）

三
井

文
庫

続
759-

（-7】

ラ
ー

マ
3

世
の

在
任

期
間

（
（824-（85（）

青
貝

屋
の

終
焉

。

（854
安

政
元

（854
安

政
元

「
長

崎
の

漆
工

界
は

嘉
永

の
末

年
に

至
り

て
名

手
落

合
與

惣
治

氏
の

出
づ

る
に

会
ひ

当
時

の
漆

工
界

と
漆

器
製

作
上

に
対

し
て

大
改

革
を

来
し

た
る

に
及

び
て

…
」

《
日

本
風

景
・

風
俗

・
花

鳥
図

小
簞

笥
》

素
地

は
木

製
、

伏
彩

色
螺

鈿
。

安
政

3
年

の
浅

田
家

『
青

貝
蒔

絵
雛

形
』

に
近

い
形

の
簞

笥
あ

り
（

金
具

の
様

式
は

異
な

る
）。

『
沿

革
史

』
落

合
與

惣
治

（
素

行
嶋

原
町

（830-85）
が

青
貝

細
工

に
改

良
、

斬
新

な
意

匠
。

父
は

京
都

よ
り

移
住

の
仏

師
屋

。
人

物
花

鳥
魚

貝
な

ど
の

類
に

妙
を

得
、

油
絵

を
描

き
、

外
人

の
需

め
に

応
じ

て
本

邦
の

動
物

を
描

き
ま

た
は

模
造

し
て

そ
の

業
と

し
、

漆
器

を
博

覧
会

な
ど

に
出

陳

（844
年

か
ら

中
国

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

し
、

（848
年

に
上

海
・

寧
波

に
寄

港
し

た
シ

ャ
ル

ル
・

ド
・

モ
ン

テ
ィ

ニ
（

Charles de M
ontigny （805-68）

が
（854

年
に

パ
リ

に
持

ち
帰

る
。

（856
安

政
3

『
青

貝
蒔

絵
雛

形
控

浅
田

記
』

※
「

亀
甲

形
角

立
針

差
（

裁
縫

箱
）

図
」「

布
袋

形
針

差
図

」「
持

渡
り

飯
臺

（
テ

ー
ブ

ル
）

ノ
図

」
な

ど
、安

政
期

の
輸

出
漆

器
の

様
式

を
具

体
的

に
示

す
資

料
。

《
朱

漆
地

花
鳥

螺
鈿

丸
テ

ー
ブ

ル
》

な
ど

、
本

雛
形

に
近

似
す

る
輸

出
漆

器
が

各
所

で
確

認
で

き
る

。
【『

日
本

の
美

術
』

427、
至

文
堂

、
200 （】

浅
田

屋
長

蔵
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

『
青

貝
蒔

絵
雛

形
控

』
中

の
墨

書
04「

紅
毛

人
注

文
之

内
巾

弐
尺

」
（5「

さ
し

渡
三

尺
梅

ち
ら

し
」（

蝙
蝠

脚
テ

ー
ブ

ル
）

（6「
新

形
飯

臺
足

新
形

雪
輪

形
飯

臺
三

尺
」（

蝙
蝠

脚
テ

ー
ブ

ル
）

（7「
鳥

ノ
臺

下
此

通
り

持
渡

リ
飯

臺
足

ノ
図

甲
板

う
ハ

ば
ヨ

リ
下

ノ
車

迄
弐

尺
六

寸
金

車
」（

鳥
脚

テ
ー

ブ
ル

）
（8「

此
飯

臺
持

渡
木

地
ニ

て
差

渡
シ

三
尺

六
寸

丸
尤

図
之

通
縁

付
ニ

仕
立

ル
ふ

ち
付

飯
臺

図
之

通
り

」
20「

布
袋

形
針

差
図

針
差

内
仕

切
爪

此
通

り
亀

甲
形

角
立

針
差

図
」

2（「
花

形
中

飯
臺

花
形

金
地

盆
角

丸
金

地
盆

」
23「

盆
附

カ
ル

タ
箱

但
シ

小
箱

ハ
四

ツ
入

」
24「

万
屋

町
長

蔵
木

地
屋

長
蔵

仕
入

四
本

之
分

レ
ッ

セ
ン

附
上

ひ
ら

き
」

25「
諏

訪
町

木
地

屋
弥

蔵
九

本
三

ツ
（

折
空

）
キ

瓶
入

コ
ツ

フ
た

ん
す

」
26「

小
川

町
木

地
屋

藤
五

郎
仕

入
富

士
形

足
引

出
シ

附
臺

附
レ

ツ
セ

ン
附

上
ひ

ら
き

書
棚

五
本

五
本

」
※

万
延

元
年

（
（860）

に
「

諸
品

売
込

人
浅

田
屋

長
蔵

蒔
絵

青
貝

塗
物

類
」。

※
浅

田
家

旧
蔵

資
料

に
、

鍛
冶

屋
町

迎
照

堂
か

ら
の

銀
箔

（000
枚

の
納

品
書

や
、

内
容

は
伴

わ
な

い
が

表
題

が
「

貝
細

工
値

段
帳

」（
安

政
5

年
）

と
あ

る
帳

面
も

あ
る

。
→

伏
彩

色
螺

鈿
に

銀
箔

を
使

用
し

て
い

た
根

拠
の

ひ
と

つ
と

な
る

。
【『

出
島

町
用

取
扱

掛
乙

名
萬

記
帳

』
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

】

参
考

《
青

貝
細

工
煙

管
台

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
長

崎
浅

田
家

旧
蔵

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
長

崎
製

伏
彩

色
螺

鈿
、

製
作

年
は

不
明

。

      



美

術

研

究

四

二

七

号

352

一
〇
六

（859
安

政
6

（862
文

久
2

（862
文

久
2

「
定

式
出

入
商

人
」

と
し

て
「

塗
物

類
三

条
河

原
町

西
へ

入
笹

屋
勘

助
」

出
島

出
店

商
人

共
売

込
品

立
帳

（
蒔

絵
青

貝
塗

物
類

）「
伊

万
里

屋
与

兵
衛

、
伊

万
里

屋
丈

右
衛

門
、

伊
万

里
屋

栄
次

郎
、

笹
屋

勝
次

、
尾

道
屋

次
郎

太
、

加
納

屋
与

一
郎

、
材

木
屋

茂
兵

衛
、

青
貝

屋
民

助
、

浅
田

屋
長

蔵
、

富
益

屋
猪

之
助

」

《
浮

細
工

出
島

図
額

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
額

の
切

枝
紋

は
小

さ
な

花
、

出
島

の
ジ

オ
ラ

マ
は

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
所

蔵
本

と
同

一
で

は
な

い
。

笹
屋

勘
助

笹
屋

勝
次

・
青

貝
屋

民
助

シ
ー

ボ
ル

ト
コ

レ
ク

シ
ョ

ン

【『
御

用
留

日
記

』
「

阿
蘭

陀
宿

村
上

家
文

書
N

o. （4」
神

戸
市

立
博

物
館

】

【『
萬

記
帳

』
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

】

ミ
ュ

ン
ヘ

ン
五

大
大

陸
博

物
館

京
都

の
笹

屋
は

ま
だ

輸
出

業
に

関
わ

っ
て

い
る

。

笹
屋

勝
次

は
京

都
笹

屋
の

出
店

か
？

青
貝

屋
民

助
は

長
崎

の
業

者
。

シ
ー

ボ
ル

ト
2

度
目

の
来

日
時

（
（859-62）

の
収

集
。

参
考

（862
文

久
2

（864
文

久
4

（866
～

慶
応

2
～

（858
～

66?
安

政
5

～
慶

応
2

《
出

島
ジ

オ
ラ

マ
紙

細
工

長
崎

青
貝

額
縁

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。

《
小

鳥
文

重
箱

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
「

小
重

函
三

段
物

」「
文

久
弐

歳
戌

十
月

吉
辰

調
之

米
屋

家
用

」

ワ
ッ

ト
・

ラ
ー

チ
ャ

プ
ラ

デ
ィ

ッ
ト

（
（864

年
創

建
）

の
伏

彩
色

螺
鈿

の
扉

と
漆

絵
。

「
塗

物
問

屋
寺

町
三

条
下

笹
や

喜
介

」

《
西

洋
港

図
風

炉
先

屏
風

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
周

辺
の

葉
に

毛
彫

り
。

蒔
絵

装
飾

あ
り

。
裏

面
は

竹
細

工
に

更
紗

。
箱

書
「

御
小

屏
風

片
/

表
紅

毛
青

貝
細

工
唐

船
之

図
/

裏
さ

ら
さ

張
」

箱
横

貼
紙

「
御

小
屏

風
紅

毛
青

貝
細

工
御

内
證

之
御

方
ゟ

御
上

ケ
」

国
内

向

笹
や

喜
介

紀
州

徳
川

家
伝

来
・

国
内

向

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

『
都

商
職

街
風

聞
』

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

第
2

回
ロ

ン
ド

ン
万

国
博

覧
会

開
催

。
日

本
か

ら
の

正
式

な
出

展
は

な
か

っ
た

も
の

の
、

日
本

の
工

芸
品

が
展

示
さ

れ
て

い
た

。
イ

ギ
リ

ス
初

代
公

使
オ

ー
ル

コ
ッ

ク
が

自
身

で
集

め
た

品
。「

全
く

骨
董

品
の

如
く

雑
具

」（
日

本
使

節
団

）

漆
絵

の
ひ

と
つ

と
ほ

ぼ
図

様
が

共
通

す
る

長
崎

の
画

家
石

崎
融

済
（

（8（0-62）
筆

「
和

合
神

図
」

（
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

）
あ

り
。

漆
絵

の
ひ

と
つ

に
落

款
あ

り
。「

叟
鄰

画
指

蒔
絵

工
六

十
六

/
壬

戌
？

」
と

読
め

る
か

。
文

久
2

年
（

（862）
が

壬
戌

。

京
都

笹
屋

の
名

前
と

地
所

が
変

わ
る

。

原
図

：
サ

ン
ク

ト
・

ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

港
を

描
い

た
銅

版
画

か
。

「
御

内
證

御
方

（
将

軍
と

な
る

男
子

の
母

）」
が

実
成

院
（

（82（-（904
紀

州
藩

主
徳

川
斉

順
の

側
室

で
江

戸
幕

府
（4

代
将

軍
徳

川
家

茂
（

在
位

：
（858-66）

の
生

母
）

と
す

る
と

、
製

作
年

が
絞

ら
れ

る
。

（859
安

政
6

欧
米

5
カ

国
と

通
商

条
約

、「
自

由
」

貿
易

の
許

可
。

（858
安

政
5

松
尾

政
治

没
。

「
政

治
と

叔
甥

な
る

白
山

弥
吉

は
現

（
明

治
36

年
）

に
本

社
（

丸
一

家
具

合
資

会
社

）
工

場
に

於
て

日
々

青
貝

漆
器

に
従

業
し

居
れ

る
…

政
治

の
子

に
寅

吉
と

云
へ

る
者

あ
り

…
元

来
寅

吉
は

蒔
絵

師
な

れ
ど

俱
に

漆
技

の
妙

を
得

て
世

に
名

望
あ

り
」

松
尾

政
治

『
沿

革
史

』
安

政
年

間
…

当
時

長
崎

の
漆

工
は

漆
工

400
人

以
上

に
達

し
其

中
塗

工
300

余
、

貝
師

（00
余

に
上

り
、

漆
工

中
に

久
留

米
人

が
最

も
多

い
。

      



伏
彩
色
螺
鈿
再
考
�
�
技
法
と
史
的
資
料
か
ら

353

一
〇
七

（866
～

慶
応

2
～

（870
明

治
3

《
長

崎
風

物
図

箱
》

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
伏

彩
色

に
陰

影
表

現
あ

る
な

ど
非

常
に

細
か

い
。

周
辺

装
飾

の
貝

の
裏

に
金

箔
使

用
。

興
善

町
の

永
見

栄
次

は
漆

器
を

製
造

し
、

非
常

の
巨

額
を

輸
出

す
る

。

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

『
沿

革
史

』

原
図

：
「

東
ア

ジ
ア

使
節

公
式

報
告

書
プ

ロ
シ

ア
国

（
第

2
巻

）」
（866

年
「

芝
居

の
一

場
」

写
真

長
崎

大
学

附
属

図
書

館
（86（-62

年
頃

「
相

撲
」

写
真

長
崎

大
学

附
属

図
書

館
（86（-62

年
頃

「
出

島
と

牛
」

写
真

長
崎

大
学

附
属

図
書

館
（86（

年
な

ど
【『

幕
末

長
崎

古
写

真
―

ボ
ー

ド
イ

ン
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
か

ら
―

』
長

崎
歴

史
文

化
博

物
館

、
20 （5】

（
長

崎
の

）
漆

工
も

再
び

増
加

中
村

重
吉

（
京

都
博

覧
会

）。

（875
明

治
8

本
籠

町
本

田
藤

三
郎

氏
の

漆
器

業
や

や
活

気
を

示
す

。
本

田
藤

三
郎

『
沿

革
史

』

（877
明

治
（0

第
（

回
勧

業
博

覧
会

に
落

合
素

行
は

「
長

崎
港

軍
艦

停
泊

の
図

」「
浮

細
工

外
国

船
入

港
の

図
」

を
出

品
し

龍
紋

賞
牌

、
永

見
栄

次
は

鳳
紋

賞
牌

。
落

合
素

行
・

永
見

栄
次

『
沿

革
史

』
ほ

か
第

（
回

勧
業

博
覧

会
開

催
。

（878
明

治
（（

（ 887
明

治
20

（887
明

治
20

参
考

明
治

（0～
20

年
代

（89（
明

治
24

『
明

治
十

一
年

塗
物

雛
形

控
』

「
明

治
十

一
年

寅
三

月
廿

五
日

此
雛

形
帳

別
ニ

拵
出

嶋
ホ

ー
デ

ン
ハ

ウ
ス

ニ
出

し
置

」

デ
ン

マ
ー

ク
大

学
に

長
崎

漆
器

の
標

本
50

枚
寄

贈
。

『
明

治
十

一
年

塗
物

雛
形

控
』

「
亥

五
月

廿
日

出
嶋

九
番

ホ
ー

テ
ン

ハ
ウ

ス
ヨ

リ
注

文
」

《
花

鳥
螺

鈿
衝

立
》

素
地

は
木

製
、

伏
彩

色
螺

鈿
、

蒔
貝

。
表

は
花

鳥
・

裏
は

風
景

。
「

笹
屋

老
店

」「
三

木
堂

作
」

の
貼

紙
あ

り
。

「
漆

器
商

長
崎

本
籠

町
本

田
藤

三
郎

」

本
田

藤
三

郎
が

神
戸

港
に

支
店

を
開

き
好

況
。

林
家

旧
蔵

林
家

旧
蔵

笹
屋

老
店

・
三

木
堂本

田
藤

三
郎

本
田

藤
三

郎

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

『
沿

革
史

』

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

国
立

歴
史

民
俗

博
物

館

【『
崎

陽
の

魁
』

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館
】

『
沿

革
史

』

丸
一

家
具

の
後

裔
林

家
の

旧
蔵

。

明
治

（0
年

代
に

低
調

で
あ

っ
た

長
崎

漆
器

の
海

外
宣

伝
と

し
て

。

『
塗

物
雛

形
控

』
の

使
用

は
（0

年
以

上
か

？

ベ
ル

ギ
ー

国
王

レ
オ

ポ
ル

ド
2

世
の

娘
ス

テ
フ

ァ
ニ

ー
（

（864-（945）
の

居
城

に
あ

っ
た

「
日

本
の

間
」

旧
蔵

。
※

安
政

年
間

に
「

三
木

（
七

兵
衛

桶
屋

町
の

住
）

等
の

漆
工

名
声

を
得

た
る

」
な

ど
と

あ
り

、「
三

木
堂

作
」と

の
関

係
が

疑
わ

れ
る

。
笹

屋
老

店
と

京
都

笹
屋

の
関

係
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

か
。

【『
U

RU
SH

Iふ
し

ぎ
物

語
―

人
と

漆
の

（200
年

史
―

』
国

立
歴

史
民

俗
博

物
館

、
20（7】【

林
虎

松
編

『
著

名
物

産
長

崎
漆

器
沿

革
史

』
丸

一
家

具
合

資
会

社
、

（903】

テ
ー

ブ
ル

や
簞

笥
が

店
内

に
飾

ら
れ

て
い

る
。

明
治

2（
年

に
本

業
の

繍
箔

業
を

廃
し

て
漆

器
を

専
業

と
す

る
。

顧
客

の
好

む
商

品
は

、
花

鳥
山

水
の

蒔
絵

の
丸

型
テ

ー
ブ

ル
（

尺
八

、
二

尺
、

二
尺

五
寸

）、
開

き
簞

笥
、

三
角

双
輪

台
、

鏡
台

、
琵

琶
箱

な
ど

。

（895
明

治
28

『
沿

革
史

』
日

清
戦

争
。

長
崎

漆
器

の
衰

退
。

      



美

術

研

究

四

二

七

号

354

一
〇
八

（898
明

治
3（

参
考

（902
明

治
35

（903
明

治
36

（9（4
大

正
3

林
虎

松
が

長
崎

漆
器

の
再

興
を

目
指

す
。

《
丸

一
家

具
漆

器
部

看
板

》
素

地
は

木
製

、
伏

彩
色

螺
鈿

。
直

線
的

な
草

花
文

様
。

丸
一

家
具

が
日

本
漆

工
会

第
六

次
漆

工
競

技
会

に
出

品
。

第
5

回
勧

業
博

覧
会

（
大

阪
）

の
工

業
館

の
諸

塗
物

類
に

螺
鈿

漆
器

（
卓

子
、

文
庫

、
書

棚
、

簞
笥

、
隅

棚
の

類
）

及
び

蒔
絵

漆
器

な
ど

を
出

品
。

白
山

弥
吉

死
去

。
そ

の
後

丸
一

家
具

が
経

営
休

止
。

丸
一

家
具

合
資

会
社林

家
旧

蔵

丸
一

家
具

合
資

会
社丸

一
家

具
・

山
本

丈
太

郎

丸
一

家
具

合
資

会
社

『
沿

革
史

』

長
崎

歴
史

文
化

博
物

館

『
沿

革
史

』

『
沿

革
史

』

黒
塗

螺
鈿

尺
八

卓
子

一
脚

が
御

用
と

な
る

。

博
覧

会
塗

物
部

へ
の

長
崎

県
の

出
品

は
丸

一
と

山
本

丈
太

郎
の

み
。

【
林

源
吉

「
長

崎
名

物
考

其
二

」『
長

崎
談

叢
』

2、
（928】

      




